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2 地田栗ⅠⅢ遺跡出土の土器群   



関東平野の北西にイ立間する前橋市は、人l二128万余人を有する群馬県の県都で  

す。利根川の水や赤城山南麓の豊かな自然に恵まれた市域には、今から2万年  

以上も前の旧石㌍時代から現代に至るまで、人々が連綿として暮らし続けてき  

た証としての多くの理蔵文化財が残されています。   

特に、他日］栗IlI遺跡が所在する西大基地区は、市の東部の農桝地域に位置  

し、苦から遺跡の密集地として広く知られており、匝1・県・市の指定となって  

いる史跡も数多く分布しています。   

他国栗ⅠⅠⅠ遺跡は、この西大室地区を南北に貫く、前橋市が計画した市道246  

号線改良工事に先立つ発掘調査です。調査は、道路部分の全長400111、面積  

5，600m2の区域を実施しました。   

調査の結果、古墳3基、古墳時代～平安時代の住居址23軒、清朝二16条、井戸  

址車基等の遺構と1二1」筒埴輪や住居址に伴う土器等の過物を検出しました。   

特筆されるのは、近世の遺構と比定される満址から江戸l掛代ヰl頃に快川され  

たと思われる陶磁湘が多量に出土したことです。このことは、純農村地区とし  

ては大変特異のことで、今後の地域史を碑明する上で岩室丘な資料を得ることが   

できました。   

本報告書が広く理蔵文化財の保護普及に役立つとプいこ、調査より得られた資  

料が研究資料として抑二l］されれば辛いです。   

最後になりましたが、このたびの調査が11滑に進捗するよう御尽力いただい  

た前橋巾土木部土木課の皆様はじめ、関係各位に衷心より感謝申し上げ、序と  

いたします。  

平成6年3月25日  

前橋†冊Il磯文化財発掘調査団   

恒1艮 有坂 淳   



例  

じだぐリ  
1．本報告書闇、前橋市市道246号線改良工事に係る地‖粟ⅠⅠⅠ追跡の発掘調査報告書である。  

2．遺跡は、鋸蘭瀧廉澤踊1454－4外に所榊一る。  
3．調査は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長 有坂 浮が施工者 藤嶋消多と委託契約を締   

結し実施した。   

調査担当者および調査期間は以下の通りである。  

発掘・整理担当者 狩野書弘・新井真典（前橋市棚蔵文化財発掘調査団調査係）  

発税調査馴川 平成5年5月10日～平成5咋10月8II  

整理・報僧層作成期聞 平成5年1（圧112巨l～平成6叶3月25日  

4．本番の原稿執筆・編集は狩野・新井が行った。准哩作業をはじめ図版作成には、阿部シゲ   

子・桐谷秀子・鈴木民江・仕＝＝一桂子・多任1稗子・塚本富江・掘越晴子・柳井一品子の協力が  

あった。  

5．石器石材の鑑定は飯．島静男氏（群馬地質研究会貝）、陶磁器の鑑定は大酉雅広氏（群馬県埋蔵   

文化財調査事業団）、植輸の鑑定は南雲芳昭氏（群馬り，川臓文化財調査事業団）の手をわずら  

わせた。  

6．発掘調査で山土した過物は、当調査l亘はり前橋桁数育委員会に保管責任を依頼し、前柄市教   

育委員会文化財保護課収蔵庫で管理されている。  

凡  例  

1．挿図l二いに使川した北は座標北である。  

2．挿図に、建設省国土地理院発行の1／20万地形図（宇都宮）と1／2．5万地形図（大胡）を使川し  

た。  

3．各遺跡の略称は5E29である。  

4．各遺構の略称は次の通りである。  

M…古墳、Il…土師絡便川の住居址、D…土坑址、W…溝址・水路、0…落ち込み址、  

Ⅰ‥サト戸址  

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は次の通りである。  

遺構  古墳…1／200、1／120 住居Jlト・1／60 住屈址唱…1／30 土坑址・溝Jll二・井戸址  

・落ち込み加二…1／60 全体図…1／8nn  

遺物  土器・‥1／3、1／4 埴輪…1／5  

右端・布製■■】i－，・その他の金属矧1■ト・2／3、1／2、1／3、1／6  

6．スクリーントーンの使用は次の通りである。   

過榊平面図  焼ニト‥点   

遺物実測L窒1 石器イ姐l］痕…線、右裾摩滅瘍…淡点、須恵脚晰酢‥黒塗   
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Fig．1地団栗Ⅲ遺跡の位置   



Ⅰ 調査に至る経緯   

本発掘調査に関しては、平成5年3月12日付けで土木課より酉大室町地内の市道246母線改良  

工事に係わる埋蔵文化財試掘調査依臓が前橋市教育委員会に提出された。これを受け、同年3月  

16・17日教育委員会文化財保護課で試掘調査を実施したところ、本調査地は遺跡地であることが  

判明した。そこで、調査結果を回答するとともに追跡の現状保存についても考慮願いたい旨を土  

木課へ伝達した。その後、土木課と協議・調整を行った結果、工事が回避できないこと等から二I二  

事に先立つ埋蔵文化財記録保存のための発掘調査を実施することが確認された。 これに基づき同  

年3月29日、前橋市長より前橋市教育委員会あて本発掘調査の依頼がなされ、教育委員会の内部  

組織である前橋市棚蔵文化財発掘調査団がこれを受諾することとし、同年4月27計画者の閏で本  

発掘調査の委託契約が締結された。そして、同年5月10［l、現地での発掘調査を開始するに至っ  

た。なお、遺跡名称の『他出粟11Ⅰ遺跡』は、群馬県教育委員会が平成元年度に荒砥北部ほ場整備  

事業に伴う発掘調査を実施した際の遺跡の名称『地田栗Ⅰ追跡』および『地F工1栗ⅠⅠ遺跡』を踏ま  

えたものである。  

ⅠⅠ遺跡の位置と環境  

1 遺跡の立地   

地田栗ⅠⅠⅠ遺跡が所在する西大室l町は、前橋市街地（県庁付近）から東へ約11l川lのところにある。  

今回の発掘調査は幅14111、総延長約400111の市道246号線の改良工事に伴うもので、ほぼ北西から  

南束に延びる発掘簡■所の南端は、国道50号線と神沢川が交差する所から北へ約1kl11の地点で、そ  

の北端は県道伊勢崎・深津線と市道10号線の交差点から西へ500111の地点にある。調査の原因で  

ある市道246号線は今恒1の調査箇所を含め、将来的には南は国道50号線から、北は新たに国道353  

号線に昇格した大仰】々・亦城・子持線にぬける計画である。完成の鵬にはほぼ、赤城山の南斜面  

を裾野から中腹へ駆け登るルートとなる。この赤城山南灘の地形は関東ローム層を基盤とする洪  

積台地が発達し、一般に高燥な畑作地が広がっている。その台地は11．1凍を南下する中小の河川に  

よって樹枝状に開析が進み、複雑な谷地が形成され、そこに狭除ながら水田が開かれている。本  

遺跡地は赤城山南珊の最未満部に位置しており、また平成元年度に県営ほ場整備事業が終了して  

いるため、上記のような起伏に富んだ複雑な地形は見られない。周囲は桑州卜や水田が広がり、一  

見ほぼ平坦な地形を呈しているが実際には北から南へ傾斜するゆるやかな斜面上に本追跡地は位  

置し、地田粟の集落を小心とした台地＿l二から神沢川の形成した低地にかかる部分（標高113111～  

107nl）に立地している。   



F短，2 地田粟HI遺跡周辺遺跡図（周辺遺跡一覧）  

1．飽田葉m遺跡 2上ノ山1茂木遺跡 3．絶の穴遺跡 4．鰊の穴口達跡 5止横俵遭跡 6・大刻栄達跡 7大道遺跡 海山崎  
遺跡 9谷鴻遺跡10．寺喪遺跡11三廃遺跡12．荒砥355号墳13，寺前遺跡14丸山遺跡15・素蔚朗ヒ遺跡16・東原西  
遠藤17．東麻玉造跡1溺中山A・B遺跡19．柑主遺跡 2Q御殿山酋墳21北庶遺跡22・埴兼遺跡23・粧篭皆戸遺跡  
視．荒予カ、学校校庭遺跡 25．荒砥轍遺跡 26⊥蘇原宙墳群 27．宵下達跡 2臥東原逮跡 29・苅砥宮田遭跡 38荒砥前田遺  
跡 31属樹悌遺跡 32．柳久保遺跡 33儲藩遺跡 34・柳久保遺跡35申偽谷遺跡 乳翻瑛遺跡 37瀾久保水田艶麗跡  
3臥下儀容遺跡 39．荒砥中産遺跡 40」荒砥犬目野遺跡 41．鶴谷遺跡 姐荒口前原遺跡 43濁砥北三木堂遺跡 ヰ4・今井白  
山遺跡 脇．今井道上道下遺跡 姐二之鴬谷地遺跡 47二之宮洗構遺跡 吼二之宮千足遺跡 49二之宵宮下西遺跡 50ニ  
之宵宮東通跡 51．飯土井上組遺跡 52鮫土井中央道跡 53．飯土井日本校遺跡 54荒砥上ノ境遇跡 55・波志江今宮遺跡  
56．蒐蔽太目壌遺跡 汎宮尾戸古墳群≡闇．政志江東神山適跡J5g．波窓江大友田遺跡 阻改憲江中峰遺跡 61・赤石城址遺跡  
62宿畑古墳 臥青柳遺跡 鍬菜砥天の密通跡 乳質原遺跡 鰐中原遼跡 阻今井神社古墳群 乱売砥荒予瀞 6乱立  

野古墳群 軋丸山古墳群官1．荒稔東原遺跡 72．牛快適藤 73，舞台遺跡 74下境Ⅰ遺跡 符・嘗土山Ⅰ遺跡 78阿久山古  
措辞77伊勢山遺跡1胤中島遺跡 79，明神山遺跡 80山王遺跡 乳大道遺跡 82・水口山遺跡 83・か将荷遺跡 84大稲  
荷連勝 拓北山退膵 g6．大峯小学校挽桓遺跡 87．荒砥」頗訪遺跡 緒J荒砥五反田遺跡 臥荒砥五反田遺跡 90荒砥上川  
免仮題跡 gl梅森遺跡 9琶．久保背戸遺跡 臥前二子古墳 94．中二子古墳 95・後二子古墳 鮎・上聞引渡跡 97内堀遺跡  
9竃下縄引通称 軌茶臼山古墳10Q聯山遺跡1ql三ケ尻遺跡102・西原遺跡10乱預迎遺跡   



2 歴史的環境   

地田粟I11遺跡がある赤城山南麓に位置するこの地区は、古墳が多い肝馬県下でも最も密な分布  

がみられる地域の一つとなっている。近年では土地改」三と事業や大規模な開発事業が極めて急激に  

かつ広矧帥こわたって行われ、それらに伴うダ鮒舶周査によって検出された遺跡が今現在も爆発的  

に増え統けている。   

歴史的な環境の説性＝二して、まず旧石拙時代では、周辺では柳久保遺跡群頸無遺跡（36）で細石  

刃やナイフ形石貨岸等を伴う3枚の文化層が検Jlはれ、他に、尖政岩浮を中心に出土した北三木堂遺  

跡（43）、牛伏遺跡（72）、熊の穴ⅠⅠ追跡（4）等があげられるが、今後の調査によって遺跡の数はさ  

らに増えるであろう。   

縄文時代では、草創期から後期まで検出されている。草創期では、荒砥北原追跡（31）、北三木  

堂遺跡（43）があげられる。早期は、荒砥北原遺跡（31）、柳久保追跡（34）、前期は、鶴谷遺跡  

（41）、荒砥諏訪遺跡（25）、荒砥上ノ妨遺跡（54）、宮田遺跡（29）、束原遺跡（28）などがあり、中期  

では、荒砥諏訪遺跡（33）、荒7虹化原遺跡（31）、二本松遺跡（53）、後期になると大道遺跡（7）があ  

る。 晩期の遺跡はまだ発見されていない。   

弥生時代は、荒口前原遺跡（42）でlい期末の住居址が調査されている。その他の中期の遺跡とし  

て、柳久保追跡群頭無道跡（36）があり、また、佗谷沼、ナⅠ二料・沼周辺で、北山追跡（85）、下純引遺  

跡（98）、久保皆戸遺跡（92）、西原遺跡（102）、宮下遺跡（27）で後期の住居址が密集し検出されてい  

る。   

古墳時代になると、この他域はTlγ墳の玉座とも言われるほどの県下有数の古墳密集地となる。  

代表的なものとして、国指定史跡となっている西大室の3二子古墳（93・94・95）をはじめ、数多  

くの古墳が築造されている。 6世紀初頭の箱式柑状石室を持つ上ノlい茂木古墳（2）、その他と  

して、熊の穴追跡（3）、【L横俵遺跡（5）、御膵川1古墳（20）、東原古墳肝（26）、宮見戸古墳群（57）、  

宿州「古墳（62）、今井神社古墳群（67）、立野古墳群（69）、丸11J古墳群（70）、舞台遺跡（73）、阿久山  

古墳群（76）、伊勢山古墳群（77）、小島古墳群（78）、水［川」追跡（82）、小稲荷遺跡（83）、大稲荷遺  

跡（84）など枚挙にいとまがないほどの数である。－・方、妹落は急激な増加がみられる。前期のも  

のは内堀遺跡群（97）、荒砥宵日］追跡（29）、荒砥東原遺跡（28）、大壷小学校校庭遺跡（86）等で、中  

期は集落址のほかに荒砥荒子遺跡（68）、梅木遺跡（91）、丸l1l過跡（14）で豪族居鮒址が発見されて  

いる。続く後期では、北山遺跡（85）で集落址が検出されている。   

奈良・平安時代に至ると、近隣した台地上に多数の集落が｝二l二i現する。集落跡は、中鶴谷遺跡（35）、  

班無遺跡（36）、北山追跡（85）、西迎追跡（103）がそれにあたる。浅間B恨石によって埋没した水田  

跡としては、柳久保水田址（37）が知られ、818年（弘仁9咋）の地震の際に埋没した水田址として中  

原遺跡（66）があげられる。   

今回の調査は、古墳時代の古墳、住居址から奈良・平安時代の住居址そして小・tlい近世の満、  

井戸などが調査の時代鶴岡であるが、本調査では江戸時代以降の陶磁郡類が多数出土しており、  

その研究は今後に貴重な影響を及ぼすと思われる。  

．？   



Fig．3 グリッド設定図   



ⅠⅠⅠ調査の経過  

1 調査方針   

委託された調査箇所は幅14111、総延長約400111の市道改良工事予定地にあたり調査面積は5，600  

Il12である。調査範囲の形状から全休をA区、B区、C区の3調査区に区分した。調査実施に際し  

ては、発相調査範囲の全域をカバーする4111グリッドを設定し、このグリッドを最小単位とし  

た。   

各グリッドの呼称方法は南北方向をY帥とし、北から南へYl、Y2、Y3……、東西方向を  

X仙とし西から東へXl、Ⅹ2、X3……で表し、それぞれ北西の交点をグリッド名とした。そ  

の他、調査実施段階での方針は以下のとおりである。  

1．土層観察は遺構中央部で交差するセクションンベルトを設けて行う。  

2．10cn旧プチ以上の遺物は縮尺1／20にて図化し、それ以下についてはドット標記した平面図を作  

製し、取り上げに際しては遺物台帳に諸属性を記録する。  

3．カマドは原則として縮尺1／10で図化し、遺構平面図は原則として縮尺1／20にて実施する。  

なお、測量の基準点はX25、Y40グリッドで公共座標は第IX系（Ⅹ＝＋42，140111、  

Y＝－58，000111）である。  

2 調査経過   

地田栗Ⅲ遺跡の発掘調査は5月10日から始まった。まずA区から、重機（バックフォー0．71113）  

を投入しての表土掘削が開始されたが、古墳時代から奈良・平安l陽代、近■1如こかけての遺構がほ  

ぼ均一に広がっていた。2基の11墳はその中心であり、特にM－1号古墳からは、lヨ簡埴輪の破  

片が数にして3千数百出土し、5月はその道物上げに大半を費やした。また、この月最初の住居  

址が検出された。   

6月に入り、A区での最大級の遺構であるM－1号・M－2号古墳の掘り下げと遺物上げにか  

なりの時間がかかり、当初の進行計画にしだい、しだい警笛を鳴らすようになった。残念ながら  

両古墳から石室を検出することはできなかった。古墳のほかに、いくつかの中・近世の清から内  

耳土器・摺鉢・石臼・香炉・茶碗が数多く検‡11されたのだが、取り上げ美時点では昨日まで使っ  

ていたのではないかと思われる稗、現在使川しているものと似ていた。しかし、後日精査したと  

ころ、江戸時代中頃の「遺物」であることが判明した。   

今年もまた異常気象か、調査が始まってから“青空“の日が数えるほどしかないままに、7月  

となる。どうしても中旬までにはA区の全体撮影をやり終えなければならない。天気予報とにら  

めっこした日々の中、明け切らぬ梅雨を恨めしく思いながら、祈るような気持ちで7月16日、撮  

影当日を待つ。どうにか成功。前l］までの清掃を含めた復旧作業の労が癒された。A区の調査の  

5   



全てを終了させた後、直ちに埋め戻し、引き続き】う・Cl天の表土剥ぎ（効率を考慮してB・C区  

は同時進行の計画をう‘／てた。）となった。   

8月はC区の調査が小心となった。ここは、付近を流れる神沢川のl印可迫が調査区を縦断して  

おり、部分的にローム以外の州l棚蔵物が地l1」をノ1引成している。10数軒の住居址が検＝された  

が、多くが議複をなしており、珠面・壁面を決定づけるのは今回の調査の■▼l〉Iでも難しく苦労し  

た。住居址は、4世紀から奈良・三Iよ安に至るまでの  

時代幅があったが、イ石川Il式・鬼高式土拙、煙迫先  

端部に穴あきの梁をイ勅l」した巧や二重唱を持つ住常■  

址など、調査の庖前までトウモロコシ畑だったその  

下わずか数10センチの桝にさほど損傷を受けていな  

い歴史が静かにl眠り続けていたことに少なからず感  

銘を抱く。   

そして9月の声を聞く。舞台主役は1i区へと移っ  

た。数仰の住居址と数条の溝の精査をする。今年の  

夏は、暑さに悩むことはなかったが、雨には悩まさ  

れた。せっかく仕」∴げた遺構もー・夜の雨で水浸しと  

なり、それを掻き出す練り返しとなった。が、9ノーj  

28日、調査区上空をヘリコブターが飛んだ。撮影成  

功。こうして5カ月に及んだ発相調査は、3基の■■二しI▲  

墳、23軒の住居址、16条の消、4基の井戸、30基の  

土坑等の遺構を検山し、無事終了することができ  

た。   

そして10月8［＝こは拙材・山二L品の運搬を行い、  

その後の生理作業と報留書の作成は10月12日から三l／  

成6年3月25日まで文化財保護課生理桃で行い、す  

べての作業を完成させる運びとなった。  

胚認衷」洲判  

m遺品晶設定  

臨撒甥り■卜げ  

Lこ’≡1トい∴  

E≡上組㈹全休灘影  

IJig，4 発掘調査経過侶】   
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ⅠⅤ 屑   

本遺跡は、赤城山南舵の荒砥川から神沢川にかけて広がる扇状地の先端部に位惜している。こ  

の扇状地は、赤城山の新期成層火l‥の開析に伴って生産された岩層や、大胡火砕流に伴って噴出  

したテフラが後の洪水などによって形成されたもので、その‖封抑ま吏折世後期（約10万年～4万年  

前）の頃と思われる。その後、本遺跡他用辺では、この基盤上に完新世（約1万年）以降、新たに形  

成された小規模な扇状地が広がり、基本的に南北に緩やかに傾斜する地形を形成している。   

しかし、遺跡地のほぼ■い火部には神沢川の氾准原と鳳われる粘土層や礫層の広がる部分があり、   

ここでは、ローム層の堆積はほとんど見られない。  

Ⅰ 層：異褐色抑沙層。一次堆積のAs－B（浅間Bテフラ；  

1108年）を若干含む。粘性、締りともに無し。現在  

の耕作土層。  

ⅠⅠ 層：暗褐色糾砂層。径10日mのHr－Fl）（ニッ岳軽石：6  

1り：紀中共）、As，・C（浅間Cテフラ；4世紀中頃）を  

若干含む。粘性なし、締りややあり。  

1Ⅰ】層：暗灰黄褐色糾＝沙層。粘性を少し有し、締りあり。  

IIJ層：暗褐色硬質ローム層。As－YI）（約1．3～1．4万年  

前）、As－Sl）（約1．5万年前）をブロック状に5～  

10％含む。粘性があり望洋くしまる。  

Ⅴ 層：褐色硬質ローム層。粘性があり、堅く締まる。  

＼り 層：黄褐色硬督ローム層。下部にAs－BP（1．8～2．1万  

年前）をブロック状に20～30％含む。粘性があり、  

堅く締まる。  

ⅤⅠⅠ層：暗褐色粘土層。薄い暗色糟。AT（2．1～2．4万年前）  

を含む。粘性が強く、締りが弱い。  

＼りⅠⅠ層：灰黄褐色粘土層。薄い暗色帯。ATを含む。  

1X 層：灰褐色粘二1二層。顕著な脚色樺。上部にHr－HA（榛  

孝一一八嶋火山灰；約2．8万年前）を含む。  

X 層：黄褐色硬質ローム層。粘性があり、堅くしまる。  

Xl層：明弗褐色硬質ローム層。粘性があり、堅くしまる。  

XII層：灰黄褐色秋質ローム層。粘性があり、堅くしまる。  

XlII層：鶉白色軽石「層。Hl・－ⅠIP（榛名一八崎軽石層：  

4．1万年前）を主体とする。軽石の頼大径13Illm。  

XIV層：暗褐色粘土。水成堆横で非常に粘性が強い。  

Fig．5 地ll慄IlI遺跡棲準土層図  
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Fig．6 A区全体園  
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Fig．7］∋・C区全体囲   
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Ⅴ 遺構と遺物   

本道跡から検‡二l1された通桝は了1．欄3基、哩穴住居址23軒、ル戸址′1基、土坑30基、落ち込み1  

基、溝址16条である。これらの遺構は、ほとんどが表土下0．7～1111の基本層序の第Ilr層を柳川  

こむ形で容易に検亡：1†できた。3基のlリ墳のうち墳丘を伴うものはM－1、M－2号墳でM－3号  

墳は周堀のみである。竪穴住居址23軒の時代別内訳は古墳時代のf仙川式土帯を伴う住ノ計址4  

什、鬼高式土器を伴う住ノ榊1二3抑、奈良・平安昭利の住ノ榊1：1（う朴である。また遺物では、M－  

1、M－2号噴から総計3400点あまりの埴輪片が検出されたほか、W－6号溝址を中心、に約1000  

点あまりの陶磁岩持類が出土した。これらのl軸蔵相構机はほとんどが18～1帥1二紀前三‡土の江戸時代のも  

ので、帯種も陶磁崇拝をはじめ、摺鉢、焙烙、二1二鍋、香炉、祇ホ、れ臼、煙管など多岐にわたって  

いる。なお、3基の古墳については、群蟻県教育委員会が平成元丹比に実施した荒砥北部遺跡揮  

発相調査（報告書名：「下墳・天神」）で本道跡と隣接する地‖架Ⅰ追跡から3基の古墳が検JlH㍉れ  

ているが、平面図および公井座相の照合などから、地け慄Ⅰ追跡1号墳は本道跡のM－3号墳  

と、地田乗Ⅰ遺跡2号墳はM－1号墳とそれぞれ接続するl石トのh墳である可胎性が高い。  

1古  墳  
M－1号墳（Fig．8、1）IJ．2）  

◎位置 X18～24、Y30～37グリッド 標高113．O111◎墳lて二 墳丘長東西（13．6111）、南北17．9  

111。周堀を含めた総長東西（14．4111）111、南北23．60111のl■」墳と三考・えられる。全体に撹乱が著しい  

が南東部が拝んでおり、1）存廃部分と思われる。◎主休部 撹乱がひどく規模、形状とも不明。  

◎遺物 総数は3500点を超えるが、うち90パーセント以＿llを埴輪が量める。図示できたものは糾  

顔型埴輪（埴輪No．1・2）、lI潤湘腑（埴輪No．3～10）、娘心拙班（1）、須恵料不蓋（2）、弟恵拙高  

林（3）、須恵帯杯（4）があるが、同‖諷勅の遺物は埴輪以外は情州で流れ込みの可能性が高い。◎  

僻考 地田栗Ⅰ遺跡2号墳と周掘が接続する。  

M－2号墳（Fig．9、1）L．3）  

◎位置 Ⅹ24～28、Y39～43グリッド 標高112．4111◎墳丘＋墳丘長東西（11．90111）、南北  

12．1011ヽ。総長束西（12．98111）、南北18．16Illのlリザ壬と考えられる。◎主休部 撹乱がひどく規  

模、形状とも不明。◎遺物 総数は埴輪を小心に327点を数えるが、l巽】示できた遺物は円筒柑輪  

（埴輪No．11～16）6点である。  

M－3号墳（Fig．10、1JL．3）  

◎位置 X27～30、Y小1～46グリッド ◎備考＋周加の一郎のみ調査。墳丘、主休部とも調査区  

外のため規模・形状ともイくlリ」であるが、隣接する他州栗Ⅰ遺跡1け墳と用地が接続する。また、  

J〃   



本遺構は近世陶磁部澱が大出に検出されたW－6号溝址およびⅠ－3号井戸址と重複するため  

か、埴輪剰の出土は皆無だった。   

2 住居址  

H－1号住居址（Fig．1い11、1）Ⅰノ．1）  

◎位慣 X17・18、Y26・27グリッド ◎面積 24．8Il12 ◎方位 N－860－1王 ◎形：1犬 東西  

5．12111、南北5．22111のほぼ正方形を呈する。如壁のやや南よりに冊を有する。◎床面 ほぼ、平  

坦な床面をもち、亀を小心に堅緻面が検＝された。壁高は49．3cmを測る。周溝は咤部分を除き全  

倒する。◎昭 全長181c‖、全幅9餌1l、焚l．冊帽57c川を測り、燃焼部はほぼ壁面ラインにあった  

と恨われる。◎重複ⅠⅠ－2→本選構→W－1の順で重複する。◎遺物 遺物総数は2155点を数  

えるが、小破片が多くを■！iめ、図示できたものは土師湘班（5・9）、土「軒端台付蛮（6）、須恵器  

椀（7）、須恵轟杯（8）の5点である。◎備考 出土遺物、住居形態から本道構は奈良・平安時代  

の住属址と考えられる。  

H－2号住居址（Fig．11、Ⅰ〕L．1）  

◎位置 X17・18、Y28・29グリッド ◎巾横（5．0）Ill‡◎方位 N－630－E ◎形〕大 西側  

部分が調査区外に延びるため、完州はできなかったが、火1叫（1．78）111、南北（3．62）Illのやや崩れ  

た方形プランを呈する。壁高は39．7clllを測る。◎床耐 よく踏み倒められた平坦な床面が広がっ  

ており、棺付近は焼土巾が見られる。◎棺 全長98c11l、全幅109cl11、焚口郎l幅29cl11を測る。燃焼  

部はほぼ壁面ラインに設旧されていたと揖われる。◎享托複 H－1と重複し、本遺構が先行す  

る。◎遺物 出土総数は582点で、うち図示できたものは須恵湘南剖111（10）、須恵岩詩高台椀（11・  

13）、弟恵邪偏台椀（12）、須恵湘椀（14）、二川帖謄杯（15・16）の7点である。◎備考 出土過物、  

住居形態から本遺構は奈良・平安時代の住居址と考えられる。  

H－3号住居址（Fig．12）  

◎位旧 X41、Y57・58グリッド ◎面租（2．5）m2 ◎方位 N，890－E ◎形状 中心部が  

調査区外に延びるため完桝はできなかったが、束西（2．06）111、南北2．04111の方形プランを呈する  

ものと思われる。壁高は12．8cmを測る。◎床面 よく踏みlむIめられたやや凹凸ぎみの床面が広  

がっている。◎遺物 総数は10点で、図示できたものは須山肌高台椀（17）の1点のみである。◎  

備考一 出土遺物から本遺構は奈良・さl乙安糊代の住居址と考えられる。  

H－4号住居址（Fig．12、1〕IJ．4）  

◎位旧 XL13・44、Y58・59グリッド ◎両種12．31112 ◎方位 N－200－E ◎形状 東西  

3．38Ill、向北3．84Illのほぼ正方形。埋高は30．2cmを測る。◎床面 やや【ltl凸ぎみのよく踏み固め  

られた珠面が全面にノムがっており、2本の杵穴は中ノL、線よりやや東側に偏在する。また周溝はほ  
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ぼ全周する。◎亀 全長87clll、全Il醐3cm、焚口郎瞞25cIllを測り、燃焼部は壁外に設間されてい  

る。◎遺物 総数は153人！、ほ数えるが、図示できたものはぁ－i恵湘南台椀（18）の1点のみである。  

◎備考Jli士道物から本遺構は奈良・平安時代の住届≠二と考えられる。  

H－5号住居址（Fig．13）  

◎位置 Ⅹ47・48、Y60・61グリッド ◎面積 9．6Il12 ◎方位 N－760－E ◎形1犬 東西  

2．94111、南北3．44111の方形。壁商は8．2cIllを測る。◎床面 郡分的に堅緻面が存在する。◎重複  

近世の溝址W－10と重複。◎遺物 総数は102点を数えるが、流れ込みが多く図示できたものは  

床面上より検出された縁和高台椀（L9）の1点のみである。◎備考 侶施設は重圧複するW－10号溝  

址に切られているためか、検比できなかった。［l二1士道物から本道構は奈良・平安時代の住居Jll：と  

考えられる。  

H－6号住居址（Fig．13、1）Ⅰノ．4）  

◎位置 Ⅹ48・49、Y61～63グリッド ◎斬i積 レ1．3111？◎方イ立 N－100－E ◎形状 東西  

2．9射m、南北4．66111。壁商は∠11．9c川を測る。◎床面 よく踏み倒められたやや凹凸ぎみの床面が  

広がっている。周溝は亀郡分を除き全周する。2仰のピット（1）l・1）2）を検山したがいずれも柱  

穴とは断定できなかった。◎佗 全長218c11l、全幅50cIll、焚口郡幅80cIllを測り、燃焼部は壁外に  

設置されている。◎遺物 総数は142点を数えるが、哩二1二の小破片が多く復元に至る遺物はな  

かった。◎備考 山土過物、住居形態から本道構は奈良・主IZ安時代の住居州二と考えられる。  

H－7号住居址（Fig．14）  

◎位置 X50、Y64グリッド ◎方位 N－890－E ◎形状 亀のみ検出。住居址の東壁に付  

設された昭と推定できるが、過行ニ1人態は極めて悪い。全長76cIll、全小7雨4cm、探さ7．5c川を測る。  

H－8号住居址（Fig．14、1）IJ．4）  

◎位置 X51・52、Y66・67グリッド ◎1frf積（16．9）Ill？◎ノノイう王 N－690－E ◎形状 東  

i当（3．06）111、南北5．06111のはぼ力●形。壁尚は55cmを測る。◎床面 よく踏み固められたややll．11凸  

ぎみの床面が広がっている。◎氾 全長98c‖、全幅133c川、焚口郡帽27c‖を測る。燃焼部は東壁  

ライン上に位置している。遺存状況が良好であ る。◎過物 総数は361点を数え、図示できた遺  

物は土師器長胴班（20・21・23・2′1）、土師揖斐（22）の5点である。杷周辺からの出土が多い。僻  

考 山．丁】1遺物から本遺構は奈良・ÅI∠女将代の住居州二と考えられる。  

H－9号住居址（Fig．15、Ⅰ）Ⅰノ．5）  

◎位置 X54、Y69・70グリッド ◎両概（4．1）m2 ◎）j’付二 NM790HE ◎形状 一部調査  

l室外のため米価定ではあるが東西（2．24）I11、南北（3．1G）111のほぼカ形プランを呈する。裡高は  
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26．7clllを測る。◎床面 把をlい心に、よく踏み固められた平坦な珠面が検出された。◎咤 全長  

94c11l、全幅78clll、焚F］部幅18c111を測り、燃焼部は壁外に出ている。◎遺物 総数は土師轟、狼恵  

湘の小破片6点のみであり、復元には至らなかった。◎備考Jt1」二過1勿、住居の形態から本遺梢  

は奈良・平安時代の住居址と考えられる。  

H－10号住居址（Fig．15）  

◎位置 X55・56、Y70・71グリッド ◎面積12．1m？◎方位 N－400，E ◎形状 東西  

3．78Ill、南北3．60111のほぼr巨方形のプランを呈する。壁高は15．4c川を測る。◎床面 よく踏み固  

められたやや凹凸ぎみの床面が広がっている。◎重複 近世溝址W－15と重複し、亀は検出でき  

なかった。◎遺物 総数は137点を数えるが、哩土過物や流れ込みのものが多い。図示できた遺  

物は瓦塔（25）、カワラケ（26）の2点である。◎備考 F二1l土迫物から本過構は奈良・平安時代の住  

居址と考えられる。  

H－11号住居址（Fig．16、Ⅰ）L．5）  

◎位置 X57、Y73グリッド ◎両横（3．8）m2 ◎方位 N－900－E ◎形状 東西（2．16）  

111、南北（2．76）Ilュの方形。押高は25．1cl】lを測る。◎床面＝ ＝再伸択川の氾濫原に位置するため、基  

本層序には見られない粘性の強い極暗赤褐色の微妙層を榊り込み床面を形成している。◎穏 全  

長112clll、全幅39cm、焚口郡幅24c111で、燃焼部は束壁ライン1・．に位関している。◎遺物 遺物総  

数は116点を数え、図示できたものは須恵料不（27）、須恵湘班（28・29・30）の4点である。◎備  

考 出土遺物、住居形態から本道榊は奈良・平安時代の住屈址と考えられる。なお須恵課杯（27）  

は貯蔵穴からの出土である。  

H－12号住居址（Fig．16・17、1）Ⅰ．．．5）  

◎位置 X58・59、 Y74・75グリッド ◎面積17．7m2 ◎方位 N－90O－E ◎形状 東西  

4．08111、南北4．74111の正方形。壁商は43．6cl11。◎床面Ⅰ－Ⅰ－11号住居址と同様粘性の強い極暗赤  

褐色のシルト層を掘り込み床耐を形成している。 ◎亀 全長118cl11、全幅112clll、焚口部帽は  

19．5clllを測る。燃焼部は東壁ライン1二に設聞されている。◎過物 総数は164点であるが、小破  

什が多くl夏1示できたものは土師郡坪（31）、狼恵器杯（32）の2ノ点である。◎仙考 出土遺物から本  

遺構は奈良・平安時代の住居址と考えられる。  

H－13号住居址（Fig．17）  

◎位置 X60、Y75グリッド ◎）j’位 N－48O－W ◎形状 本遺構は璃のみの検出である。  

◎昭 全長154cl11、全幅50c川、探さ3紬11を測る。  

H－14号住居址（Fig．17・18、1）Ⅰ．．6）  
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◎位置 X58～60、Y75・76グリッド ◎両横（14．4）m2 ◎方位 NL71O－W ◎形状 一  

部調査区外に延びるが、東西（3．92）111、南北4．5勘11の方形。壁高は27．6c111。◎床面 粘性の強い  

根暗赤褐色の微妙層を掘り込み珠面を形成している（，やや凹凸の目立つ床面である。◎寵 2つ  

の電を有する。全長174c11l、全rIJ7Ti61cIll、焚l冊媚30cl11（No．1）、全長143cJ11、全幅71cm、焚口部幅3l  

ctll（Nn．2）。いずれも壁外に燃焼部を持ち、煙道部分には土師湘班を利用している。新旧関係は不  

明。◎遺物 遺物総数は2372点を数え、図示できたものは土l柚須高台椀（33）、土師器聾（34・  

35・36・37）の5点である。（34）は璃No．2の、（36）は椙No，1の煙道部分に利用されていた。◎術考  

J．1．1土遺物から本道構は奈良・平安時代のイ三i瀬川1二と考えられる。  

H－15号住居址（Fig．18・19、1）L．6）  

◎位置 X6O・61、Y74・75グリッド ◎両種 23．3m2 ◎方位 N－89OrE ◎形状 東西  

4．72Ill、南北5．46111の長方形。壁高は51．4cIll。◎床面 抑lヂ巨の強い極暗赤褐色の微妙層を掘り込  

み床面を形成している。住居址中央のほぼ南北ライン【1二に2基の柱穴を持つ。◎竃 全長133  

clll、全幅123cm、焚口部幅35c川で、燃焼部は東壁ラインに設置されている。◎遺物 遺物総数  

4689点で、図示できたものは土師湘杯（38）、狼恵贈坪儲（39）、寂恵苦杯（40・41・42・43・44・  

45）の8点である。◎備考 山ニヒ遺物から本選構は奈良・平安時代の住居址と考えられる。  

H－16号住居址（Fig．20、Ⅰ）L．6・7）  

◎位置 X59・60、Y76・77グリッド ◎耐横（14．8）m2 ◎）j位 N－420－E ◎形状 東  

西4．72111、南北（4．22Ill）の長方形。壁高は36．1cm。◎床面 相性の強い極暗赤褐色の微妙層を掘  

り込み床面を形成している。椙を中ノL、に堅緻面が広がっている。やや凹凸が目立つ。◎寵 全長  

100clll、全幅82cl11、焚口郎帽54c川で両袖が張り＝し燃焼部は、壁内にある。昭文柱として土「軒端  

高i不（51）を倒立して利用している。◎貯蔵穴 長州70c川、短軸54cl11、探さ46cl11を測る。◎遺物  

総数は288点で、図示できた遺物は土師ポ埜（46・47・49・50）、土「浦器小鉢（48）、土師器高林  

（51）土師轟杯（52・53・54・55・56）の11点である。なお（48）（52）（53）は貯蔵穴内の出土である。  

◎備考 出土遺物、住居形態から本遺構は鬼高＠式土器を伴う6■世紀前半の住居址と考えられ  

る。  

H－17号住居址（Fig．21、l）L．7）  

◎位置 X61～63、Y75～77グリッド ◎両種（35．0）Il12 ◎万障 Nr76C－E ◎形状 東  

西（6．92）111、南北7．16111の正方形。壁高は27．1cmを測る。◎床面 粘性の強い極僻赤褐色の微妙  

層を掘り込み床面を形成している。偲を小心に堅組怖砂砥がっている。やや凹凸が目立つ。◎炉  

址 2個検州。長径87cnl、短径58cIll、深さ12c［11（Fl）、長径44c川、短径36c111、探さ6cIll（F2）でい  

ずれも地床炉。◎貯蔵穴 長軸70c11l、短軸62c川、探さ51cIllを測る。◎重複 本遺構→Ⅰ－Ⅰ－18号住  

居址の順に構築。◎遺物 船数は201点で、l冥】示できたものは土師離高杯（57）、土師器小鉢  
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（58）、土師邦雄（59）、土師端台付紙（60）、土師湘小葉（61）の5点である。なお（58）は貯蔵穴内の  

州土である。◎描f考 出土遺物、†刃計形態から本遺構は石‖川式二川持を伴う4t町妃後・半の住居址  

と考えられる。  

H－18号住居址（Fig．22）  

◎位旧 X63・64、Y76～78グリッド ◎面梢（8．6）】112 ◎方樟 N－630－1三 ◎形状［トL、  

郡が調査区外に延びるが 、東西（1．朗）111、南北5．70111の方形プランを呈する。壁高は16．6clllを測  

る。◎床面 抑性の強い極暗赤禍色の微砂層を州り込み床面を形成している。持に堅緻面等は見  

られない。◎重複 rI－17→本遺構の順で重複。◎過物 総数は（う（漬逐数え、図示できたものは  

Ⅲ帖紛酌（62）、勾玉（石著岸・特殊遇物：番号2亡i）の2点である。◎附考 汁卜1二過物から本道桝は鬼  

高Ⅰ式二卜崇拝を伴う6世紀前半の住居・址と考えられる。  

H－19号住居址（1Tig．22）  

◎位置 X60・61、Y78・79グリッド ◎両柚（1（）．1）Il12 ◎方位 N－900－】工 ◎形状 一  

部調査区外に延びるが、東1叫（3．4（））Ill、南北4．5（）111の方形。壁苗は1さi．7c111を測る。◎床面 粘  

件の強い極暗赤褐色の微妙僧を肋l持込み床面を形成している。特に堅緻面等は見られない。◎炉  

Jll二 検～二l二1できなかった。◎貯蔵穴 長軸86cm、粕軸66cIll、深さ48cl11を測る。◎巾複 本遺構－＞H  

－20の順に構築 ◎遺物 総数は′16点であるが、二1二師帯小破片が多く、重複するⅠト20号住居址  

と接合できた遺物も含まれていた。◎備考 出土遺物、住居形態から本遺構は石l川Il式ニヒ音譜を伴  

う4世紀後半の住ノ糾1卜と考えられる。  

H－20号住居址（1Tig．23、1）L．7）  

◎位置 X61・62、Y78・79グリッド ◎面憤16．3Ill？◎ノJ‘位 N－900－E ◎形状 東1叫  

4．28111、南北4．10111の正方形。壁高は12．3c‖を測る。◎床面 粘性の強い極暗赤褐色の微砂層を  

刷り込み床面を形成している。牛封こ壁緻面等は見られない。◎炉址 検出できなかった。◎重複  

ⅠⅠ－19→本遺構の順に構築。◎過物 遺物総数は88ノよ（で、図示できた遺物は土師端高林（63）、土  

「帖躇霹（64）、土「！il灘小架（65）、二l川棚冶付埜（6（う）の4点である。◎備考 山土過物、住居形態か  

ら本道構は石11川l式土器を伴う4世紀後半の住居址と考えられる。  

H－21号住居址（ドig．23）  

◎位置 Ⅹ62・63、Y79グリッド ◎両横 8．出川？◎万障 N－30－1三 ◎形状 東西3．03  

Ill、南北3．14Illの了Eプ三川ラ。壁高は3．8c111と浅い。◎床面 柑l、／lミの弧い極暗赤禍也の微砂層を掘り  

込み床面を形成している。住居Jll二lい央郡に若干l朝敵面が域る。◎炉址 1佃検川。長径72cl11、短  

径68c11l、深さ6crnで地床炉。◎狛複 D－26と亘巨複。本遺構が先行する。◎遺物 総数は11点で  

あるが、土師湘小破片が多く、復元には至らなかった。◎備考 川二卜遺物、住居形態から本遺構  
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は石田川式土岩詳を伴う4世紀後半の住居址と考えられる。  

H－22号住居址（Fig．24、1）L．7）  

◎位置 X65・66、Y91・92グリッド ◎面積（11．Ll）m2 ◎方位 N－540－E ◎形状 一  

部調査区外に延びるが、東西3．70Ill、南北′1．26】11のほぼ長方形。壁高は8．5cI11と浅い。◎床面  

旧神沢川の氾濫原に位置するため、粘件の怖い樹I洋赤褐色の微妙層を掘り込み床面を形成してい  

る。◎鴨 全長68c川、全幅66c川、焚仁榔幅14cIllを測る。燃焼部は完全に住属内にある。篭支柱と  

して土師帯高杯（68）を倒立させ利用している。◎過物 総数は10点で、図示できたものは土師冊  

甑（67・70）、土師湘南杯（68）二日軒器小班（69）、土師湘幾（71）、勾玉（石岩岸・特殊遺物：No．26）の6  

点である。◎備考 出土遺物、住居形態から本遺構は鬼高Ⅰ式二卜諸持を伴う6世紀前半の住居址と  

考えられる。  

H－23号住居址（Fig．24、Ⅰ）L．7）  

◎位置 X58～60、Y72・73グリッド ◎面積 8．2m2 ◎方位 N－80O－E ◎形状 東西  

2．88Ill、南北3．06111の長方形。壁高は22．7clllを測る。◎床面 粘性の強い極哨赤褐色の微妙層を  

掘り込み床面を形成し、「！川tllの目立つ堅緻面がほほ全面に広がっている。◎把 全長76clll、全肺  

70clll、焚口部幅22cI】1を測る。燃焼部は壁外に設聞されている。◎遺物 総数は143点であるが、  

小破片が多く図示できたものは土師帯台付醜（72）の1点のみである。◎僻考 出土遺物、住居形  

態から本遇構は奈良・平安l甘代の住居址と考えられる。   

3 井戸址  

t－1号井戸址（Fig．25）  

◎位置 X16・17、Y22グリッド ◎形状 長州2．26111、畑仙2．16111、深さ（2．98）111の摺鉢状。  

◎遺物 総点数6点。図示できたものは石臼（石肌・特殊避物No．47・48）、肥磁陶推（陶磁湘  

No．48・49）の4ノ束である。◎備考 出土遺物から江戸時代の所産と考えられる。  

l－2号井戸址（Fig．25）  

◎位置 X26、Y43グリッド ◎形状 長軸2．08111、短軸1．64111、深さ（2．77）111の不定形。◎過  

物 なし。◎重複 M－2号墳→本遺構の順で重複。◎備考 近世以降の所産と考えられる。  

I－3号井戸址（Fig．25）  

◎位置 X29、Y44グリッド ◎形1犬 長軸3．06111、短軸2．68Ill、深さ（1．92）111の摺鉢状。◎退  

物 総数は13点で、図示できたものは板柵（石岩浮・特殊遺物No．23）、瀬戸美濃陶岩田l紬磁器No．50）の  

2点である。◎重複 M－3号墳→本遺構→W－7号溝址の順で重複する。◎鵬考 出土遺物か  

ら江戸時代の所席と考えられる。  
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l－4号井戸址（Fig．25）  

◎位置 X33、Y45グリッド ◎形ニ†犬 長軸0．76111、短軸0．62111、深さ（1．92）111のlI」筒状。◎重  

複 W－6と室巨複。新旧関係は断定できない。◎過物 総数6点でいずれも陶磁着岸の破片であ  

り、図示するに至らなかった。◎僻考 出土遺物から江戸時代の所経と考えられる。   

4 落込み  

0－1号落込み（Fig．25）  

◎位置 Ⅹ39・40、Y51・52グリッド ◎形状 ほとんど調査区外に延びるが、東西（0．64）111、  

南北（2．7）111、面積（2．1）Il12の隅丸方形。◎遺物 なし。◎備考 床面こ当たる部分まで、なだら  

かに掘り込んでおり、住居址とは断定できなかった。  

5 土  坑  

木遺跡から検出された土坑は総数30基である。D－8号土坑は欠番。  

土 坑 名  Fig．  位置（グリッド）  形状等U量径×短径×深さ）川1  的  洩   （指  考   

Ⅰ）一1号土坑    X17、1’24   138×錮×31梢lリ 形   

l）一2号土坑    X16、Y23   7－1×5SX30 捕lリ 形   」二師器、陶磁器の槌Ji5J与力；出土。   

D－3号土坑    X17・18、Y23   92×6ZX22 梢llJ形   土師柑の破J13′左力用土。   

l）－‘l号土坑    X18、Y2▲1   51×l16× 281リ   形   遁物なし。   

r）－5号土坑    X17、Y2‘l   gGX 78×10ll】  形   土師架の破什3点が拙．・1二。   

D－6号土坑    X17、Y25   102× 錮× 311リ   形   遺物なし。   

Iト7号土坑    Ⅹ19、Y24   71× 62×24 fリ   形   過物なし。   

l）－9号二L坑    X20、Y26・27   86×68×‘13 哨ド】形   」：師据、須旭灘の駄目lO点が出土。   

D－10号土坑    X20、Y29   124×86×22 哨Il】形   土師据、須旭船の破片7ぷが＝二1：。   

l）－11号二1：坑    X24、Y38・39   18Gx90×31隅九月方耶   遺物なし。   

＼＼「－6が後続   

奈良・平安桐¶の特徴を示している。  

D－13号地下式   272×231×217梢‡り形  

ヒ坑  いる調川出凋瀾悼梢1川多を里し、やや凹〃」がl】立つ。遁物総数24Jさ．iで、は  

とんどが恥磁器ガiの破片であり、天井部嗣落後の流れ込みと思われる。図  

示できたものは肥肌陶拇（陶磁器No51）、贋才州i据・特殊過物恥13）の2点  

である。  

27   102×92×121リ形  

D－15号土坑    X32・33、Y48・49  10・1×98×‘11不 黙 形   陶磁儲明2点がⅢ土。   

Ⅰ）－16号土坑    X追、Y娼・49   10LlX 92× 26 F】  形   流れ込みのイニi払（イ瀾・特殊遺物Nnd）1点が‖比。   

D－17母上坑    X39、Y53   5LlX39×3」l梢 円 形  W－8が先行  過物なし。   

D－18号二1二坑    X39、Y53   5」lX3り×28 梢I11形  W－8が先行  遺物なし。   

D－19号二l：坑    X40、Y53   88×6・1×27隅lリ 形  1＼′－9が先行  退物なし。   

D－20母上坑  

l）－21号土坑  95×87×16ll】形  

D－22号⊥坑   56×52×2・llリ形  

Ⅰ）－23号」二坑    X61、Y76   124×別×16 梢 rリ 形   衆Jい平安時¶の二上二郎祁、才腱器の破Ji‘はか計22J駒川ニー二。   

1）－24号二l二坑    X62、Y79   106×102× 6llj   形   遁物なし。   

D－25琴土坑    X62、Y80   9BX 90×1・llり   形   遁物なし。   

D－26号二L坑    X63、Y79   122×112×171リ   形  】卜21が田寺  過物なし。   

Ⅰ）－27号土坑    X62、Y80・81   116×102× 2・1円   形   二l．師粥破什2ノミが‖＝二。   

Ⅰ）－28号土坑    X63、Y80   110× 98×16「1！  形   土師器破片など21点が‖＝二。   

D－29号土坑    X63・64、Y80   100× 射× 20 円   形   二t二師銅破片など‘似入が＝二1：。   

D－30号二と坑    X47、Y59   131×11・1× 30llJ  形   二1二矧那紺■など7Jlくが～1上。   

D－31号土坑    X・17、Y58   132×126×52 日   形   遺物なし。   
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6 構  址  

W－1号溝址（Fig．29）  

◎位置 X17・18、Y24～27グリッド ◎形状 総延長（13，82）m、幅78～1O4cIll、深さ30～36cr11。  

断面は緩やかなⅤ字形。◎重複Il－1を切る。◎遺物 総数180点。瀬戸・美膿陶岩糾l矧磁器No．2）、  

敲石（石湘・特殊遺物No．16）の2点を図示。◎備考 r1l二l二道物から平安時代以降の所産。  

W－2号溝址（Fig．29）  

◎位置 X20・21、Y27～30グリッド ◎形状 総延長（14．02）m、幅42～94clll、探さ9～16cm。  

断面はU字形。◎重複 W－3と合流し、M－1を切る。◎遺物 総数はWL3と合わせて284点。  

土師、須恵と陶磁岩詮類が況在。図示できたものは、肥前陶岩紺陶磁・絹No．3）の1点である。  

W－3号溝址（1手ig．29）  

◎位置 X19～21、Y28～32グリッド ◎形状 総延長（19．18）111、lい剛4～254cIll、探さ12～25cm。  

断面はU字形。◎重複 W－2と合流し、Mrlを切る。◎遺物 W－2と合わせて284点。  

W－4号満址（Fig．29）  

◎位置 Ⅹ14・15、Y17・18グリッド ◎形状 総延長（6．68）m、幅110～132clll、深さ109～115  

c】】1を測る。断面は深い逆台形。◎遺物 総数は土「粧破片1点のみ。  

W－5号満土止  

◎位置 Ⅹ22～26、Y37・38グリッド ◎形状 総延長は（16．54）111、幅68～134c川、深さは17～  

37clllを測る。断面は浅い逆台形。◎遺物 総数60ノ吉（で陶磁邪類が大半を占める。堺・明石陶器卜川陶  

磁器No．4）が図示できた。◎備考‡l二1士道物から江戸時代の所産と考えられる。  

W－6号溝址（Fig．29、1）L．2）  

◎位置 X28～33、Y44～46グリッド ◎形状 総延長（24．98）Ⅰ¶、幅46～202cl11、探さ31～66c111  

を測る。断面は緩やかな逆台形。◎重複 M－3とW－7を切る。◎遺物 総数599点中、陶磁器  

類が大半を占める。遺物は完形に近いものも多く、川土状況から－▲括に投棄された可能性沌ある。  

◎備考 出土遺物から江戸時代の所産と考えられる。  

W－7号溝址（Fig．29、1〕L．3）  

◎位置 Ⅹ29・30、Y41～45グリッド ◎形状 総延長（14．36）Ill、幅58～102nl、深さは42～59  

cnl。断面はV字形。◎重複 M－2、M－3を切り、I－3、W－6に切られる。◎遺物 出土  

過彗勿19点全てを陶磁畳語好iが占める。漸戸・美濃潤滑糾l称磁湘No．43）、川甥耶和船（陶磁帯No．44）、焙烙  

（陶磁岩詩No．45）の3点が図示できた。◎備考 山土遺物から江戸時代の所産と考えられる。  

W－8号溝土止  

◎位置 X38・39、Y51～55グリッド ◎形状 総延長（16．O6）m、腑36～135cnl、探さ25～34cm。  

断面は浅い逆台形。◎重複 W－9と合流。D－17、D－18が先行。◎遺物 土師片18点が山土。  

W－9号溝土止  

◎位置 X39～41、Y52～55グリッド ◎形状 総延長（14．28）m、幅77～205c川、深さ10～32cm。  

断面は浅い逆台形。◎重複 W－8と合流。D－19が先行。◎過物 総数24点で土師片が多い。  
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W－10号溝址（Fig．29）  

◎位置 X44～48、Y60・61グリッド ◎脾1大 総延長（24．OB）111、晰66～157cIll、深さ20～58cI11。  

断面はU字形。◎重複ⅠⅠ－5を切り、W－11に切られる。◎遺物 総数107点で土師片が多い。  

W－11号満址（Fig．29）  

◎位置 X45～47、Y58～62グリッド ◎形：1人 総延長（14．56）111、仰156～276cm、深さ48～102  

clll。断面は壁が楕トリを半分に切った形ですぼまり、底郡で狭いU字状の溝を刻む。◎重複 WL  

lO－＞本遺構→D－31の順に享巨複。◎過物 総数549点で二l二師、須恵の破片が大半を占める。  

W－12号溝址（Fig．29）  

◎位閏 X47～52、Y62・63グリッド ◎脾」大 総延長（15．6郎111、幅148～202cI】1、深さ21～47c川。  

断耐は緩やかなⅤ字形。◎過物 土師、須恵の破片等97点が廿二L  

W－13号溝址  

◎位置 X53、Y6′1～69グリッド ◎形：】大 総延長（16．∠12）111、幅42～76c川、溌さは29～49cIll。断  

面はU字形。◎遺物 二Ⅰ州j什等20山が山ニー∴。  

W－14号満址（Fig．29）  

◎位置 X61～64、Y80グリッド ◎形状 総延長（13．62）Ill、幅16～39c111、深さ7～23clllを測る。  

断耐は逆翻Iラ。◎遺物 土榔片等23点力用＝二。  

W－15号満址（Fig．29）  

◎位置 X54～56、Y69～71グリッド ◎形：l大 総延長（3．6）Illで、幅58～82clll、深さ19～33cmを  

測る。断而はU字形。◎重複 H－9、Ⅰ－Ⅰ－10を切る。◎過物 土仙片等7点が出土。  

W－16号溝址（Fig．29）  

◎位眉 X49～511、Y63・64グリッド ◎形状 総延長（9．94）1Tl、幅66～162cm、深さ25～34c川  

を測る。断面はⅤ字形。◎遺物 土師、須恵の破片等25点が川土。   

7  グリッド出ニヒ遺物  

縄文時代   

縄文崎代の遺構は検Jliできなかった。グリッドJ1l士道物も極少出で、古墳周溝や沼地などから  

わずかに右端類が出土したのみであった。  

石  器（Fig．42・43、1）L．18）   

石課総点数32点の湘種別内訳は石鍬5点、れ‘製石斧4点、削岩諸2点、磨石8点、敲石13点であ  

る。敵石や磨石はt「墳崎イ‾じや奈良・平安‖ミ什じの住店址からの出土もあり、糾文石器を一明り川した  

ことも当然考えられる。  
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ⅤⅠま と め   

西大室、荒砥地区においては、すでに数多くの過跡が碓認され調査が行われており、その結果  

しだいに周辺の歴史が解明されつつある。そのl＝t1で、本過跡は道路部分という限られた昭囲の言凋  

査ではあったが、この他で生晒を営んできた先人の足跡を知るうえで貴重な資料が得られた。以  

下、若干の所見を述べ本報営舎のまとめとしたい。  

◎古墳の所産周明附こついて   

本遺跡からは計3其の古墳が検出されたが、このうち、M－1号墳とM－2号墳は調査区内に  

墳丘部をもつ円墳であり、規模はM－1で用溝を含む全長が約24111、M－2で約18111を測る。残  

念ながら墳丘部分は過去の桝作による削平や破壊を受けたようで、石室などの主休部はどちらの  

古墳からも検出できなかった。しかし、円筒埴輪を小心とする過物は両古墳とも墳丘部分から多  

数出土し、遺存状態も良好なものが多い。所産時期は両古墳とも墳丘下の地山部分にAs－C（伐  

閉山起源；4世紀中頃）とⅠ－ⅠⅠ・－FA（榛名l1」起源；6■1購己初動）およびのHl・－FP（榛名l1＝起源；6  

世紀中頃）などの火11．‥噴出物がほぼ純層で認められることから基本的には6世紀後半の時期と思  

われる。また両古墳の構築順については、埴輪の大出生経と省略化を物語る箆削りによる底部調  

査がM－1出土トニ1］簡植輪に多く見受けられるのに対して、M－2の円筒埴輪からはほとんど見ら  

れないことなどから、M－2－－M－1の構築順序が推定できる。なお両古墳出土の円筒他職の詳  

州な分析については′1、al）．3を参照されたい。また、主休部が調査区外にあり周堀の－・部のみの  

調査となったM－3号墳については、県教委調査の地l廿粟Ⅰ過跡「1号墳」と周堀が接統すること  

が判明し、同一の古墳と抑定できる。「1号墳」では全長4．4111の両袖型横穴式石室を持つ主休部が  

検出されているが、植輸類はJllニヒしていない。本遺跡M－3も同様に埴輪類の出土がなかったこ  

とと考え合わせると、M－3の所産時期は埴輪消滅後の7世紀前半代と考えられる。  

◎近世陶磁器類について（）内の数字は′1、al）．2およびⅠ）L．8～10・17の陶磁器No．を示す。   

今回の調査ではA、B区から陶磁岩詩類をl＝トL、とした近世（江戸l粋代）の遺物が数多く出土し、破  

片も含め総数は約1000点に達した。おもな遺物は碗、川L、孝和コ、灯明ⅢL、鉢、すり鉢、火鉢、香  

炉、土鍋、焙烙、視、砥石、石臼等で、金属矧■記■では古銭、煙管などがある。そのうちl卿憬拙は  

約650点に達するが、これらの生産地は磁岩渚カミ肥前系、陶湘が漸戸・美膿系に大別され、他に  

堺・明石系陶器詩（36）がわずかに見受けられる。肥前系の磁湘は江戸時代中期（18世紀）以降大出生  

産されるようになった厚手粗製の「くらわんか手」と呼ばれる碗（34）、コンニャク印判で装角fliを施  

した碗（28～31）、見込みlい火に五弁花の施文がある碗（35・51）などが中心である。瀬戸・美濃系  

陶岩削ま18～19世紀初頑傾のものが大半を占め、外耐を灰糾と鉄柵で掛け分けた腰鏑碗（9～11・  

51別名「こふく茶碗」）や灰糾の他に梅文を染付けた碗（7・8）のほか御深井摺絵皿（15・16）、香  

炉（18・19）、すり鉢など湘和が多様なことも本道跡の持仏である。なお、堺・明石系すり鉢（36）  

は比較的硬質であるところから、それまで主流であった漸戸・美濃系すり鉢に代わって18世紀後  

半以降販路を拡大していったものと思われる。  
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付編．1 地l】三l東ⅠⅠⅠ遺跡の地質調査  

古環境研究所   

1．はじめに   

地田栗IlI遺跡の発掘調査では、火l11灰土の良好な土層断耐が作成された。そこで地質調査を行  

い、テフラ層序に関する調査を行った。   

2．地質層序   

地質層序の対象とした地点は淋朝川トレンチである。ここでは、下位より凧化の進んだ暗褐色  

粘土質ローム層（14層、層犀12cm以上）、凧化した黄白色軽石層（13個、層厚28c111、軽石の最大径  

13mltl、石質岩片の最大径4日I11）、褐色ローム層（12層、層厚24c川）、赤褐色スコリア混じり褐色  

ローム層（11層、層厚10cl11、スコリアの最大径2Il川1）、褐色ローム層（10層、層厚28cIll）、灰褐色暗  

色柑（9層下郡、層厚10clll）、灰色岩片混じりで預著な暗色′楷（9層上部、層厚28cIll、石質岩片の  

椴大径12n川l）、灰褐色暗色糊（8層、層厚）、暗褐色ローム層（7屑、層厚25cl11）、異色粗粒火l丑灰  

混じり橙色粗粒火山灰層（6リ河、層厚6cl】1、軽石の最大径4Ⅰ‖ll）、黄褐色砂質ローム層（6層、層  

厚19clll）、暗褐色ローム層（5屑、層厚11cm）、白色軽石混じり褐色ローム層（4層、層厚26c111）、  

褐色土（3層、層厚15cl11）、僻褐色土（2層、層厚27clll）、表土（1屑、層厚29cl11）の連続が認められ  

る（図1）。   

これらの土層のうち、13屑および6’層は層相から各々約4．1－4．4万年前に榛名火山から噴Jl：i  

した榛名一八崎軽石層（Ht・－ⅠⅠⅠ〕、新札1962、鈴木、1976、大島、1986）および約1．8－2．1万年前  

に浅間火山から噴出した伐f川一仮払褐色軽石群（As－BP Gl・（）ul）、新井、1962、早臥1991）の  

うちの1層に同定される。9層【l二部に含まれる灰色岩片は、その層位や岩州などから約2．8万咋  

前に榛名火山から噴出した榛幸一一八崎火山灰（rIl・」IA、早l．ll、1990）にl二l二l来すると考えられる。  

4層中に混在する白色の軽石は、層イ立などから約1．8万年前に浅刷火山から噴出した浅間一白糸  

軽石（As－Sl■、町仕い新井、1992、早田、未公表資料）または約1．7万年前に浅間火ILゆら噴出し  

た浅間一大経沢第1軽石（As－OPl、小沢ほか、1984、t町住い新井、1992、早田、未公表資料）に  

由来する可能性が考えられる。なおHl■－HPの上位にある11層lいのスコリアの詳細＝こついては不  

I狙を点が多い。その岩柑や層位などから浅間火l1」起源の可能怖が多いと考えられるが、今後の調  

査を必要としている。   

従来の研究ではAs－BPGr（）l）の下位に約2．1－2．5万年前に南九州姶良カルデラから噴出した広  

域テフラ姶良TIl火山灰（AT、朋川い新井、1976）の層位のあることが知られている。地田栗ⅠⅠⅠ追  

跡では、土層の層柑から8層あるいは7層基底付近にA′1、のl軋灰層準のあら可能性が大きいと推  

定される。降灰層準をよりり川附こ把握するためには、火山ガラス比分析などを行う必要がある。  
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3．ま と め   

地田粟11Ⅰ遺跡深掘トレンチの土層断耐を対象に地質調査を行った結果、ローム層中に下位より  

榛名一八崎軽石層（Hr－HP、約4．1－4．4ノjイF前）、給源不r”Jの赤褐色スコリア、検字一一八崎火山  

灰（Hr－HP、約2．8万年前）、浅間一板晶褐色悼右肘（AsLBPGl・oul），約1．8－2．1万年前）のうちの  

1層、浅間一白糸軽石（As－Sr、約1．8万咋前）または浅間一大鍾沢第1軽石（As－OPl、約1．7万年  

前）に由来する軽石などのテフラを認めることができた。  

文  献  

新井房夫（1962）快傑盆地北西郡地域の第四紀編咋】牲蟻大学紅闇圧l然科学縮、10、l）．1－79．  

1町附 洋・新井房犬（1992）火111灰アトラス、火京大学川版会、1992．  

中沢英俊・新井房夫・遠藤邦彦（1！）糾）伐間火山、≠．蔓、も斑～前掛期のテフラ岨肌   

日本第四紀学会網演要旨集、No．14、1）．69－70．  

大島 汗＝1986）榛名火山．日本の地蟄■F関東地方」舶集委員会編「快】束地ノノ」、1）．222－22d  

早田 勉（1990）押蟻県の自然と風土．群馬照央通史腐、1、l）．35－129．  

早田 勉（1991）浅l川火山の生い立ち．佐久考■■】－▲過信、】10．53．Ⅰ）．2－7．  

鈴木政男（1976）FjssioIITraclく年イ，じ測定法の人新通跡への2、3の応川例．E計本第四紀学会網演 要旨集，No．5．  

［ヨ憫色土  

［コ褐色土  

l屑  

2屑  

3層   

八s－Sl）混宕i三  日国  

5屑  

6屑  

As一ⅠうⅠ）GI・OuP＝ 6，屑  

7屑  

＝ 8屑  

‡）肘  

10旧  

Il屑  

12屑   

ⅠIr寸ⅠⅠ）   13肘  

卜川・1  

砂   

暗色滞（泄い）   

l肝色帯（中和度）  

匝］‖地帯（踊）  

□［トム層  

［ヨスコリア  

［］帖  

l※‡l 地l甘栗III追跡深仙けレンチの地即柱状図  
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′1、訂）．1 王】▲墳、奈良・平安時代 上狛観察表  

番  1日常闇  器  形  ①胎二1二 ◎矧或 ③色調 ④残存  
挿図   

‖ほ 割高  l】緑・胴 部  山号  郎   l瓶   

nl－1  芽i触 媒    ①細粒②良好③伏④胴計潮雄一   柚ー確lめノJ向の陳密でさI壬行な叩き几常州慨川消し。   

ロ  れl－l  須恵杵嘉  －［j．2〕  ①細粒②極良③伏l；l④1／2   lけ錯侶吊Il。天外鮒蜃版籍削り。   

ロ  hト1  須恵高林  －［9．0】  ①細粒②良好③快④柿酢欠批  脚1‡こ状那から鋸郎へ緩やかに外転回転ナデ調整。   

l  休部下郎にゆるやかな便をイけ。イ仲】転糸切り痕。   

1l－l  二l二 師 媒  19．7  26．8  ①細粒②射紹）瞭④2／3   「コ」の珊＝軋鮒り。巨帆  胴部上根以後を紙  

ロ   胴部I勺漸の剥離が漸閥＝。  

ロ  lI－1  須 恵 椀  12．9  3．9  ①中位②良好喧頗豆④ほぼ完形  わすかに外反。［¢】転柄ナデ。 川iほ云糸切り軋  全耐こ砂粒を含む。   

ⅠⅠ－1  須 恵 林  12．5  3．6  ①jlI服②良好③灰④はぼ完形   外帆州長柄ナデ。  イ州転糸切り私   

9  ⅠⅠ－l  土 師 境  21．1【詑．3〕  ①細拉②桐俺）にぷい赤称卦2／3  「コ」の字状‖線。掩剛り。  欠航  嗣郡上榔二ノ珪大径を有す。  

112  須軋貯釦lIL  12．6  2．3  ①抑拉②良好③伏④・1／5   l二層部外反。国毎鱗ナヂ。 【珊三糸り川亀嵩台部欠批高台後川ナ。   

n  1l－2  須恵高台椀  13．・1 4．2  ①柵拉②朗／③灰l三】④3／・l   休郎から直線的県外帆   イ泄I‡よ糸切り疾。 高台後付け。   

田  lI－2  須恵高台椀  －［3．5］  ①鮒拉②良好③オリーブ耕④底部のみ  【I織部欠川。瞳軋  l白幡云糸り川後調軋 崗台後付け。   

n  ‖－2  須恵高台椀  ‖．4  4．9  ①舶柏②J辻女俺）浅英領／5   端部外皮。【り惟湖ナデ。   ホl・≠】転射タノり机  高子㌻後付け。   

n  Ⅰ】－2  須 恵 椀  12．6   4．5  ①1附②J抽／③灰オリーブ④2／3  絹部外反。【・蠣横ナデ。  イ泄聴こ糸り川軋  全酢こ白色の揖を含む。  田   

田  ‖－2  土 師 林  12．6  3．5  ①細粒②不良③にぷい位④ほぼ完形  外傾、柄ナデ。ナデ。  箆削り。  わずかに手兵をイけ。   

1トー2  土 師 杯  （12．6） 4．0  ①細拉②良好（卦亦伏④2／3   ややl勺湾ぎみに立ち上がる。＝酎什仇  底郡内面、箆磨き。   

ロ  ⅠⅠ－3  ㈲齢緒瀾  （13．4） 6．1  ①細粒②良好⑨伏④1／5   端郡わずかに外反。綾軋  底部欠批  廟FlilニーレJ？の塾乱   

ⅠⅠ一4  須悪高台椀  ‖．0  5．0  ①鮒I立②射1肇）伏④ほぼ完形   直線的県外帆，綾軋  l戸席三糸切り軋   内外師こ「七Jの墨軌   

m  11－5  緑租高台椀  （19．8） 6．l  ①租粒②極良③伏オリーブ④1／3  外l疲を偉才■。内面ではlリほ泉を墟に底部を形成。  内外漸とも全面緑軌。   

田  11－8  二l：研j 境  25．8【別．5］  餅11拉②良好③憫④底部欠糊   人きく外反。縦方向箆削り。J甜司形。  l二噸附こ東大径をもつ。  

四  1l－8  土 師 蛙  一［28．0］  ①中根②良好③傲亘）［】緑邪欠州  縦ノノIfり掩削り。長胴形。  

Il－8  土 師 褒  （2l．7） 26．5  ①細粒②J退奥1唱）洩飴椅④Lり5  「く」の字状l二】緑。箆削り。  

田  tI－8  土 師 媒  23．3［謂．4］  ①縮拉②良好信服④底部欠≠  鋭く外反。縦ノブ向箆削り。   

田  Ⅰ】－8寵  土 師 境  22．9  封．3  ①舶拉②良好③I註④3／一l   外軋縦ノノ向党別り。長胴形。党別り。  【二】綾部に存主人径を有す。  

ⅠⅠ－10  瓦  1汚    ①細粒②相良③灰④榊艮の断片  紬侶川きの状態を袈す（軒先から3枚の瓦）。班面垂水部分を赤色強彩。   

ヨ  ⅠⅠ－10  カ ワ ラ ケ  8．3  1．8  ①申拉②イ、jl③に．削減瀾④完形  外傾、‖唇部外反。繊軋   イ掴転糸切り猟，l自鋸紺細入。   

ⅠⅠ－1l  ガi恵 杯  12．．1  3．4  ①細粒②良好⑨灰曲①完形   外傾、lJ昭和外反。観軌   イl川手よ糸切り軋  貯蔵穴から‖比。   

ⅠⅠ－11  土 帆 建  （20．9）［礼2ユ  ①細粒②良好③f註④約1／2   「コ」のぐ日大目線。箆削り。  底部欠批  厚みがない。   

lI－11  二1二 師 媒  （19．8）［詑．2〕  ①細粒②良好③にぷし瀾④約1／3  「：J」の：ヂ秋口繰。産別り。  底部欠＝。   

11－11  土 師 蝮  （19．6）［甜．3］  ①細】拉②良好③瞳④l二】縁～胴鮒  「」」のニケ献口凱箆削り。  底部欠批  厚みがない。   

Il－12  土 師 杯  10．6  4．2  ①細粒②良好③にぷい憶④はば完形  l」綿先端がi庄立する。   掩削り。輔弼ナデ。   

11－12  須 恵 杯  （11．8） 3．S  ①細粒②不良③灰④l／2   跡掛軸こ外帆懐軋  11紺j、絞細腰形。 州「liの剥離が！；はつ。   

1Ⅰ－1d  土師露台椀  （16．6） 4．5  ①抑拉②仲良③にぷい典椅④机  瑞糾わすかに外反。  【勺Ir刷も色処恥   

tI－14  土 師 媒  20．1［20．3〕  C卿‡粒②良好③にぷい瞳④底那欠伸  「コ」のニナ：抽二】軋露削り。  底部欠批Nn2寵の佳j貞光賦郡に利JI】。   

田  Ⅰ卜1j寵  土 師 班  （19．0）［17．3〕  ①細粒②榊掩）柏⑥1／3   「コ」の字状l蘭。箆nl川。  底部欠川。  胴部上位に最大繕をイけ。  

36  ＝111  土 師 境  19．4〔242］  （‡〉鮒拉②良好③瞳④2／3   「：りの二棚「】軋箆削り。  底部欠批  恥1寵の煙道師こ抑I】。  3Ll   

Ⅰ卜14寵  土 師 壊  18．7【15．0］  ①細粒②良好③にぷい位④1／2  「コ」の字状【】緑。掩削り。  底部欠批  胴部．1二仙こ炬火子羊を什㌻。  

38  】t－15  土 師 坪  12．0  3，2  （餅川拉②J塗如唱）明赤槻④憶ば偏形  外帆榊叩さえ。  内外汀lり糾l三軋   

1l－15  須恵軒先  15．9  d．0  ①軋粒②不Jl③抑三】④2／3   端部やや外反。天外部を中央からl／2の範囲で【亘賑党別り。   

1Ⅰ－15  須 恵 杯  12．2  3，5  ①≠‡l服②良好信収④2／3   外帆l可転械ナデ。  イ州転糸t刀り軋  全附こヨ卓みが‖立つ。   

n  ＝‥lう  須 恵 杯  13．3  －l．0  ①朝拉②J辻好③灰典めi／5   外悼、回転桝ナデ。  イ了l冊云糸t刀り痕。   

．】2  lI－15  須 恵 坪  12．3  3．7  ①細粒②朗1唱舶一火①り5   外傾、【坤折柄ナデ。  イ泄賑魔切別‰   35   

▲13  ⅠⅠ－15  須 恵 杯  （13．1） 2．9  ①細粒②良な－／（劃伏④招   外槻、lリ賑械ナデ。  い賑糸切り札   

朋  lI－15  グi悪 坤  12．9  3．5  ①細拉②良好③明快（むり5   外傾、回柾楢ナデ。  イ州転ミ糸り川机   

伯  Il－15  須 恵 杯  （12．6） 3．3  ①拙柏②良好（卦炊④1／2   外囲、l百瀬械ナデ。ハケメ後ナデ。イ冊毒j三糸切り札   

▲16  1Ⅰ－16慨  土 師 蛙  16．0  29．0  ①細粒②良好（診にぷい橙④ほぼ完形  「く」の字拙二腐。箆削り、ハケメ。胴臥1二仙こ最大径を有す。ノ膿！軌   

．17  lI－16  土 師 瑳  16．5  27，8  ①紺l拉②長打③にぷい睡④はは童形  「く」の字状l二1繰。ハケメ後ナデ。胴部小火にf鎮火子羊をヰけ。九胴乱   

18  lI－16  土師小鉢  9．‘1  6．3  ①細粒②良好⑨洩黄④はぼ完形  全体に半球形軋ー二】緑郡、偶ナデ。底部～体郡箆削り。貯蔵穴腑Ii土。   

lI－16  土 師 瑳  24．3  ユ5．8  ①朝拉②良好喧岬赤栂④完雁   l勺湾ぎみ。箆削り、托解き。 箆げ誓き。朋郎小火に倍大径をイけ。丸胴乱   

50  
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番  大きさ  
～1i土位層  器  形  

挿図  

号  ＝径捕縄   【ニト緑・胴部  底  部   Fig  

H－16  土師高杯  15．7 12．0  ①縮拉②良好③明赤禍④・1／5   林部、内湾ぎみ。柿酢～柱状部ハケメ、以下箆削り。電文佃二利川。   36  

ll－16  二t二 師 杯  13．8  5．5  ①細粒②Jl好③明亦牒④完形   内紆＝二】鼠  鑑別り、籍磨き。放射状暗紋。貯戯穴再出土。   

1i－16  二1二 師 杯  12．4  5．5  ①細粒②長押③瞭④ほぼ完形   累掛】軋  箆削り、箆磨き。放州州庁紋。椚磯穴内出土。   

11－16  土 師 杯  15．5  5．5  （耕帽②良好③瞳④・り5   外事垂をイける【二】軋  不定ノブ向汚靡き。 内面鋸刷潮軋   36  

1l－16  土 師 杯  ‖．2  6．3  （亘）細粒②榔良③哺赤禍④帽ほ項形  相恥噛＝削‾デ。  不定方向掩磨き。【勺面放射状璃舷。   36  

‖－lい  二1こ 碑 林  15．9  7．3  ①鮒拉②良妻rQ）刷汚亦勒丑3／1  【勺斜l】軋横ナヂ。  不う王ノi向館削り。ト勺面放射ヰ加持紋。   

】1－17  土師高林  －［6．6］  ①細‡正②良好（卦にぷい黄椅④林部火脚  祝弓糾はラッパ状にl川く。  外面縦方向箆磨き。l透孔川！佗2段。   36   

58  H－17  土師小事お  （10．8） 4．1  ①鮒拉②良好③にぷい典侍④2／3  【二憫糾わすかにi正弘    休部横方向箆磨さ。放射状哨挽。貯厳穴内出二L  

ⅠⅠ－17  」：師 班  15．5  Z3．0  ①細粒②良好③にぷい褐④l沫ぼ完形  郡部から胴部刷毛F†筏ナデ。輔帥】緑部～底部にかけて概方l瑚り毛情   37   

37   

‘ ■－  

＝llT  」二朗台付媒  （17．6）［11．5］  ①細粒②良好③棒抱）l二磯～胴部  S字蜘：】綾。郡部～胴部刷毛軋  

37  

＝．．、、モ 37  

】†－20  土師高坤  11．5【仇0］  ①拙拉②悼ノ互③明亦槻④脚部次‖  杵部は半球形ぎみに立ち上がり、l勺外的一箆靡き。脚部、縦方向箆磨き。   

lI－20  土 師 麗  －［8．6〕  ①細粒②良好③瞳④胴部～底部  胴部1ご†如－ら底部にかけて棲鰍こすぼまる。   外面、箆磨き。   37  

65  葉 38  

66  38  

Il－22  ニ1二 師 櫓  2l．8  26．8  ①細粒②良好③にぷい赤招④はば完形  折り返し口綾の線をナデと削りで粒形。   38   

11－22  土師高林  17．4 12．3  ①租拉②J込打③り】赤糊④脚頗1／2欠。  冊斗‖軋杯郡に沈軋脚部、縦方向箆削り。放射脚斤紋。鴨支柱に抑硯   38  

69  

l 

38  

lI－22   帖   帆鋸腑つ。   38   

Ii－22  土 師 蝮  16．6  28．3  ①刑拉②1舶7③にぷい橙④5／6  外反。胴郡外面縦ノ仙籍削り、底郡付近で刷毛【≡い桐i刷毛日。   39   

II－23  土師台付瑳  一〔12．3］  ①キ8】拉②良好③にぷい褐④朋闇闇瀾  外礪柚鮒刷耐械銅鮒り。  底部内面ヘラげ。   39   

乏と1．的⊥は紺服（0．9凹以下）、中位（1．0～l．9山）、冊立（2．Om皿以＿l二）とした。   

2．焼成は撞良・良好・不ノ互の3段階評帆   

3．色調は土器外面で観察し、色名は新版博雅土色帖（小山・竹原1976）によった。   

4．大きさ、拍さの坤位はそれぞJtぐm、gであり、税別捏を〔］、復元†iqを（）で示した。  

′1、al）．12 陶磁冊類観察表  

番  大きさ  写真  
種  別  器  撒  特  徴   備   考  

号   r：】径器高  Ⅰ）L   

l  Ⅰ・1－d  製作地不詳陶朋  不   評  ← 〔0．8］  内面灰恥裾釣i「ロムヌ」射II。   汀戸～り】治時代。  17   

W－1  潮戸・美滅陶舶  碗  （10．0）［5．3］  飴触。【二】緑部のみワラ伏柚〟柑1休郎下榔佃軋儒甘尉払   18C後。   17   

l＼7－2・3  肥 前 軸 紹  － ＝．0〕  休部下位J与。内外部自」－刷毛強り。内面透り】触。   不評・熔Ht系。   17   

■  18C後～19C荊。  

ロ  18C後。   8  

W－6  瀬戸・美濃陶据  灰 軸 鶴  （9．4） 5．3  封入あり。l】緑は内湾し誹冶は小さい。高台脇以下紺軋   18C後～19C軋  8   

W－6  瀬戸・美濃陶紺  梅 文 碗  （8．9） 5．8  高台脇まで捏久の入った灰触。外テ獅2偶の射寸悔文。   18C後。   8   

ロ  ＼lJ－6  瀬戸・実演陶据  梅 文 碗  （9．6） 5．8  敵摘錮でiヲi人の入った伏勒。外側用偶の射寸鵬文。   18C後。   8   

9  1＼7－6  瀬戸・美濃陶踊  腰 紳 助  （10．4） 6．8  沈線上2カ所を凹ませる。沈掛ま洩し一拍脚下方から高子洒縮約、その他灰触  18C批   8   

10  W－6  瀬戸・共演陶錮  腰 錆 餉  （10．0） ¢．3  作郡外曲狛軌外面［l練郎下鉄柚。その他伏机   18C小～後。   8   

1＼†－6  瀬戸・実損陶据  腰 摘 碗  （9．2） 5．9  休部柚rli沈線。外面［】組酢卜光沢のある鉄恥その他扶軋   18C後～19C仇  8   

田  ＼＼■一6  瀬戸・美浦陶据  蝕 茶 餉  一 【2．3］  美濃鮒こ多く詑められる簡形の蝕茶晩，外的欣軌。内面鉄恥   18C後～19批  8   

W－6  瀬戸・美濃陶据  柳 茶 碗  －   5．8  高台脇以ト■を除き灰軋残fJ珊；に鉄絵が一郡残る。   18C末～19C机  8   

1＼J－6  醐戸・共渦陶鍋  灰 紬 m  （16．d） 3．9  口縁郡と見込みに施恥湘形、胎ニ1二jいこ灰柚陶崇馴こ似る。美濃無か。不り瀾礎事あり。  18C後。   8   

W－6  瀬戸・美濃陶黒  描 絵 川L  （12．6） 2．9  l二磯部外面か卯醐恢触【勺底鉄桧星ヰによる型紙批榔深井。内所‖傾3カ所。  18C。   8   

W－6  瀬戸・実演陶綱  研 絵 m  一 ［しり  l勺簡灰紺，l勺底鉄絵共による彗塊く榊。御深外。   18C。   

1＼r－6  瀬戸甥闇憫闇  灯 明11tt  （ll，′l） 2．9  絹柚を施した後。俵郡外i†両刃肝を拭う。   18C後～19C批  8   

1＼7－6  雨戸・美濃陶掴  存   炉  （り．2） 6．0  l■闇㈲から休部外面扶机外面に丸ノミによる幅広の坪制文。   18Cll】。   8   

W－6  瀬戸・共演陶闇  密   か  （6．6）・l．0  輪高石の小香れ「二】繰酌勺i軌ゝら作郡外仙はで灰恥   18C～19C批  8   

＼Ⅴ－6  瀬戸・実演陶据  蓋  7．7  2．U  落とし私大外部のみfI人の人る伏仇   不評18後～19C？  

2〃   



番  大きさ  種  別  湘  膵  写i‘t  

特  徴   備   考  
位置  l－】律器高  l）l．   

四  ＼＼J－6  瀬戸・兼摂陶儲  徳  利  －［7．9］  州rli飴軋休郡上†立ツラ伏恥   18C後～19C前。  

田  W－6  瀬戸・共演陶器  三1‡ 車  （12．‘り【16．り  l咽泄撒から州冊射軋l二層側部丸く肥厚。   18C。   8   

田  ＼＼J－6  瀬戸・共消陶儀  す り 鉢  － ［6．0］  全酢矧軋底郡外拍1柚を拭わない。外面仲部下端から底部にかりて川f＝カ所。  18C後。   

1＼7－6  肥 前 陶 器  碗   － ［2．9】  歩と据手碗。   17C末～18C軋  

W－6  肥 前 磁 据  染付簡形碗  （6．9） 5．5  yf人多いノ出帆杵柄状の文机見込み簡略化した樟料鶴   18C後～19C初頭  

26  W－6  肥 前 磁 綽  貼付閑形碗  －   5．5  外ir州二桁状の文†丸見込みやや簡略化した昆虫文。   18C後～19C机頭  8   

1＼㌧－6  肥 前 磁 器  射寸簡形碗  （8．0） 5．8  31・31に比べ呉須の発色良し誹路側と協の圏軌ま2粂。内相釣りい二輪宝繁文。  18C後～19C初頭  ロ   

28  W－6  肥 前 磁 器  染 付 碗  －   5．4  伽r＝はⅠ】緑鵜部に脚線。外面は用と家紋風の文1凍をコンニ1・ク仁仰」で施し、後・賞の  

み混みを入れる。高台再渦軌波佐見系。  

内面は［】緑端部に個軌外面は劇と薮蚊風の文様をコンニャク印判で施し、後者■の  

み正之みを入れる。首拍l勺滑吼波佐見系。  

外【仙こコンニ1・ク印判による二鴨と筆による折損韮文を交むに施す。波佐見系。   

W－6  肥 机 磁 器  染†寸 碗  （12．2） 6．3  内面はし】緑瑞郡と底部に憾線。外面筆描き文とlIは中にコンニャク印判による薫  

文。波佐見系。  

外l伸二捜な梅状の文様。波佐見系。   ほC小←後。   

W－6  肥 前 磁 器  染 付 碗  （8．Ll）・l．0  外師二雑な井椚と十文。波佐見系。   18C中～後。   9   

＼＼7－6  肥 前 起 贈  染 付 碗  （10．5） 5．3  外【†】j讐i輪梅拙文。バ葛台内不明凱披仇三見系。   17C末～18C小。  

W－6  肥 糾 磁 霧  染 付 皿  （‖．2） 3．6  内Lr‖花唐草丸底鮒蛇の【珊牌】ぎ。見込み五井花コンニャク印判。波佐見系。  ほC小～後。   

W－6  堺・明石陶㌍  ーす■ り 多を  （34．2）【8．1〕  l二】緑郡内面鋭い沈緑。外面【：】緑部下ヘラ削り。   1SC未～19C軋  

＼＼J－6  在  地  かj）らけ  （8．4） 1．6  は飴掩（10YI柑／・1）りクロを快川しない。l：】緑糾から内底ヨコナデ。   江戸時代。   

38  ＼1r－6  在  他  梧   烙  －   5．6  【昭都外ノブに仙鵬器！壁掛、。】rの形と貼り付けiJ雑。   江戸時代。   

＼＼†－6  れ三  池  鍋  （38．2）【13．1］  鈷をさiける諸摘冊く、紺酢射－。ケ＝Ri全耐こ媒†寸軋   江戸時代。   

．10  W－6  fl三  池  火   鉢  2り．3 16．2  洩瀬招（10Y鵬／1）。＝ゝ郎～l二】綾帥勺軋t二】緑郡外拍＝こ却ノ押しの効花文1つ残杭仙  10   

リ付け南台に一対のlIJ形透し。仲椚相肋浅い沈軌  

一＝  W－6  在 γ安時代の土師招媒に似た崇射‰休部外面浅い沈軋胎土色調は57に似る。   江戸吋軋   

W－6  不詳  

塵。J民部小火と休部卜化りJ蜘戊後に守一L。休部下位のりiのみ打通している。  

瀬戸・美浦陶器   17C。   

‘1▲l  ＼1／－7  肥 机 陶 器  押緑柚nIl  － ［2．9］  見込み蛇の【二潮風軋l勺之11」軌   17C後～18C軋  

11′－7  れ三  地  萄   楕  （37．0） 5．6  l」緑糾わずかにl勺軋休部外面酬寸軋   江戸時代。   

＼＼「－9  在  地  手 焙リ  － ［6．3】  矧酢期‰飴二＝－射㈹。り、郡外面には形押しの文胤   江戸時代。   

＼＼デー16  肥 前 陶 贈  鈷  （33．0〉 トl．2］  三島手。陰刻川哨＝一に刷毛で白．トを塗る。†酎Il系。   17C末～18C後。  

瀾  Ⅰ－1  肥 前 磁 甜  椅 形 碗  （8．0）【1．6〕  ［】綾、林部下位H‾。   18C後～19C批  

瀾  Ⅰ－1  肥 前 磁 器  鴎  （9．2） 4．9  外面斡文。   18C。   

Ⅰ－3  瀬戸・美浦陶据  伏 仙 碗  （12．‘l）  8．1  灰机稿台脇無恥   18C飢～小。   9   

51  Ⅰ）－13  肥 前 磁 贈  綺 形 碗  （7．6） 5，6  見込み雑な五井化。   18C後～19C机  

X161’19  製作他不詳  おろ し皿l  ー l．5  廟育潮栂也の鉄仇胎1：は密で押快色。   19C。   

X271′34  瀬戸・美酒陶器  Il◆ r二】鉢  （16．6） ざ．8  商f瀾以下与除き灰恥l勺儀一傾3れ軋   19C前～tい。   

X29Y4．1  fl三  地  熔   惰  （36．0） 5．1  体酢≠i線抑こ外帆外面牲廿軋   江戸崎代。   

X32Y46  瀬戸・夫i欒系  伏 袖 山1  （トt．0） 2，9  削り出し高台。全面施払底鰍勺外的‖≡】痕名3カ軋   17C。   

∧l賓哩土  漸戸・共演陶慨  菊  nn  ー 【1．2］  誠わ脇以下を除き灰軋l凍拍妃鋼隠軋   17C。   

57  人lぺ1牡1：  瀬戸・英滅陶縛  付 明 ‖l  （9．‘】） 2．l  紳仇胱部仲榊佃抽畑】板る。見込み亜ね桃山。   18C綾～19Ci批  9   

∧区埋土  肥 前 磁 器  小 丸 鶴  －   5．‘l  準菊文。   18C後～19C批  9   

11卜理十  瀬戸・美i薫陶器  ■■塞 ■・＃・  （9．一l） 5．3  満わ径小さく据高根い。   19C軋   

針）衣の記載で人きさの塀位はぐmで、便元仙ま（）、現存㈹は〔］で示した。  

25   



′1、zll）．3 埴 輪 観 察 衣  

iノミJlt  透   孔   胎」1焼成  傭一月－  
軋  形態  ケ  成 形・橙 形 の‡寺 徴  

（〔m）   色調   （机上パ州）  

ロ  ∧  糾12．1］  － ① 一    ーー × －  酢 C  田  約l／3成形し緑l」綿製作←り：附皮形－疑L二】録郎に攻潮岬付。  1／服好ん突補則触  

l二】33．8  ②  －  娩Jl好  外 下里㈹柚・J■デ十」丹朝風めハケーりl拙捌椚・デ。  （＼卜1）  

底 【   ③  －  色 臓  【勺 下判絆巨ト・全作斜めハケ・械ハケーー［服部阻J■ヂ。   

ロ  八  削l・l．0〕  ー ①  －    － × －  胎l！  n  約1／3成形し緑＝綿製作→日用；成形－・扉【二】抜取こ突翔肘if。  1／2残存。契印剥離  

［】30．5  ②  －  娩 良好  外 下♯郵縦柏ナデ→川棚斜めハケー・【服部梱ナヂ。  （1卜1）  

膜 －  色 伯  内 下～t一部ナデーー全†欄1めハケ・械ハケ一号】線端部横ハケ。   

3    高【22．7］  A ① －  J霊tlリ形  （5．n）×（5．8）  胎 ∧  Ll  外 縦ハケー喚鼎姑仇l闇瀾掛澗ナデ。ム拍部ケズリ。  基底部の－・郁～胴部  

【】17．2  娩＋良好  内 郷、1旨り■デーりl耕崩郡槻ナヂ。粘二1二組接合偵残る。  片側～l】綾糾域〟。  

成一   ③6．5  色にぷいⅠ琵  底部調整（1l－I）   

▲l    高32．6  A ①12．0  里円形  5．1× 6．3  胎 ∧    外 縦ハケ・突冊酢仇l】純絹郡横ナデ。基底部縦ケズリ。  完形迅潮㈲軋  

‖16．3  ②12．7  l】】形  娩 良好    【勺 透孔小火まで縦榊ナデ・・透孔からl二部楢ナデ。去ち底部下  （M【1）  

底 8．3  ③ 7．9  色 相    矧こ埴ケズリ。軋h紺は合わ1班る。速孔位抑こi肝署：な接合軋   

削29．0］  l】 ①  －  lリ 形  6．7 × 7．6  肋 ∧  10  外 観ハケ下財制粧仇   基底部下里欠眈（hl  

【J21．6  ②11．2  炊J静r    l勺 搬′、ケ・・lI紹郡上井灘′、ケーー‖緑堀郡構ナデ（外面まで  －1）  

儀 一   ③10．5  色 明赤捕    及ばない。）   

高29．d  A ① 9．6  l】】形  （6．1）×（6．3）  胎 ∧    外 縦ハケー・突相肌†心服駕郡横ナヂ。基底部ケズリ。  基底瓢巨半～l服部  

【117．3  娩＋良好  内 ナデー・l：唖紺1榊り■デ。基偶郁構ケズリ。【】枝堀部横ナデ。  片側残〟。底部調挺  

底8．6   色にぷい瞳  （トトl）   

高30．6  A ① 10．1  里l【川多  7．2 × 6．5  胎 ∧    外 縦ハケー・剰削晰ナ。l髄鞘郡構ナデ。基依部ケズリ。  一部欠‖。底部調形  

【】18．3  ③ 12．2  lJ形  娩＋良好  内 根津けデー・透札l二描から一部柄ハケ後弱し）鱗ヘラナデー〉  （ト卜1）  

底 8．2  ③ 8．3  色 瞳  【二】枝鞘鮒廟ナ弟妹臓附憫摘ケズリ。   

8    摘29．9  A ①12．1  Iり 形  （5．8）×（5．7）  胎 ∧    外 縦ハケ一項祁附、i。l服斌糾阻J・デ。基底部ケズリ。  基底部～l1律師】／2  

‖18．0  娩」辻好  l勺 ソ・ヂ←・A鵬糾卜斌研ケズリ。【l線端部酢J・デ。   知仇磯郡矧軋  

底臥・l   也にぷい瞳  （トト1）   

諦30．0  A ①10．A  Fリ 形  （5．6）×5．7  肌 八    外 縦ハケー剰棚j付。【凋瞞淵腰ナデ。基底部縦ケズリ。  基底部1／2、朋那1／3  

l二】16．．l  ②12．1  娩 良好    内 ナデり働珊卜凋冊巨ケ後ナデーり】持崩那㈹ナデ。基底  欠批底鮒調推。（＼1  

底（8．0）  ③ 7．1  也 にぷい瞳    部下端醐ケズリ。   －1）   

10    高30．1  八 ①12．7  lリ 形  6．0 ×（6．0）  胎 A    外 縦ハケー・突相札1一付。l昭崩耶併ナデ。基底部ケズリ。  胴部～1】織部1／3欠  

【二】（17．0）  娩Jl好  内I旨J■デー・l服端部梱ナデ。基底部下端楢ケズリ。   捌。底部調軋  

底8．2   色赤瑚  廿トl）   

n  ロ  高27．9  ∧ ①10．2  lリ 形  5．7 × 5．6  胎 ∧  ロ  外 縦ハケーー則細j付。l」械箱師椀ゾ■デ。基底郡縦ケズリ。  口綿耶1／3欠‖。耕肉  

‖15．6  ②1〔用  机 上辻好    一句 ナデー・，l」練郁柑り■デ。し】抹端部強し瀾ナチ。基底部下端ケ  摩し－。底部調梢。  

底 9．0  （診 6．8  也 にぷい憧    ズリ。   仏l－1）   

祁27．0  ∧ ① 9．1  lリ 形  5．7 × 6．2  胎 A    外 縦ハケ←喚用船†付1城端舗軌ナデ。捌帰順ケズリ。  【：】操部～胴部1／2欠  

l二】（15．9）  兢J込好  附。据肉〃小。兢郡調  

底7．6   色明赤槻   艶。（トトl）   

13    剛29．3］  ∧ ①  ←  †り 形  （6．5）×5．5  恥Ii●    外 縦ハケイ突樟拙く机机ナデ綾全体に楢ゾ・ヂ。l二闇瀾㈲灘  基底酢F鶏欠11l。内  

‖ 20．1  ②10．1  娩 良好    ナヂ。   面へラ鋸拭  

底 －   ③ 8．7  也 明赤槻    l勺 縦ハケー・＝紺裾冊削・デ。   （1l－2）   

‖    淘33．6  ll（D12．1  ll】形  （6．5）×（5．3）  胎Ⅰ！    外 縦ハケ一項邦貼け。t】iま端部桝ナデ。   l二】織部～胴部1／2欠  

【二1（19．5）  ② 13．0  娩 jミ好    内 通礼上郡まで縦ハケーり二】i相接Iめハケ・械ハケ→［Ⅰ繰郡  I‰基部汀りょ合わせ  

底11．l  ③ 8．5  色 にぷい招    横ナヂ 突相損少なくきゃしゃ。   1・了。（＼l－2）   

15    満35．2  ∧ ①14．0  Iリ 形  5．7 ×（5．5）  胎Ⅰ！    外 縦ハケー喚相貼付。一服端部価ハケ。   胴部1／2欠札内面へ  

l】19．6  娩長女f  ラ言Jり。九ち紬Rわ合  

底11．6   色一誌   わせ・ム。仙ト2）   

16    梢34．1  Ii（D11．0  1tlリ形  6．7 × 7．1  胎Ⅰミ    外 縦ハケー喚冊肛仇l服鞘郡栖ナデ。   基底部、【】織部→糾  

【】19．2  ②12．6  llj 形  琉＋良好    l勺 縦ナデ←・透札よで縦ハケ。透孔より＿1：ナデ、→和斜めハ  欠紺。基部飛鳥倉皇  

底13．l  ③10．5  也 明赤栂    ケ・械ハケ→＝緑兼楢梱り■デ。   せ・イ了。（＼l－2）   

託）l．大きさの肌位ほ川で表し、規〃仙を［〕、柚ブ已仙を（）で示した。  

2．恥1～8りⅠ侮．一10、恥9～1軋肝心＝に囲ホ。  

2（ヲ   



埴輪観察表凡例  

Nq  形態  ‡九州 （川1）  炎  用  透  孔   胎ニト仇戊 色調  ハケメ     形状  形状  タテ×≡Jニ1  ロ  A  商［12．1】 l：133．8 底一  A①－ ②－ ③－    － × －  恥C 焼良好 色椅  田   
形俵 A一肌朗矧【憫埴輪 Ii一普通l一個好礪  

突裡 八一上接がやや突出する断面弱いhけ形  

B－＿1二接がやや突旧する断面台形  

胎二1二 八－チl・－卜粒・奉呈イiを多く含み、才i共を含む。  

B－ナ1・－卜拉・軽石を少統合む。 C－ナ1・－ト粒・砂拍を含む。  

ハケメ 2ぐm刷の稚んだ集線（」二皇iの木f三i）の本数  
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－一斗10／2cn－ト→  

良一底径一斗   

基部拍ね合わせ  

付編．2 地田栗ⅠⅠⅠ遺跡M－1号墳、M－2号墳の円筒埴輪観察表のまとめ   

筆者に与えられた地田栗Ⅲ遺跡M－1号墳、M－2号墳の円筒埴輪16個体の観察表作成の結果  

以下の事項が認められた。  

M－1号墳 円筒埴輪は次のように大別することができる。  

（Da．No．3、4、6、7、8、9、10  

l）．No．11、12   

C．写真Ⅰ、ⅠⅠ  

（参No．5  

（卦No．1  
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④No．2  

（訪類はM－1号墳出土埴輪の大多数をl！fめる資料で、非′削こ規格怖が強い他輪である。与貼馬も  

ほぼ同一であり、基底部長に対して川耶祁長が同等あるいはやや長く、l二I縁郡長がそれらの1／2強  

という剤合が看取される。仙例よりも小さいために（Dl）に小分類したNo．11、12もこの膜則を守っ  

ている。   

突村は上稜が下稜よりも突た1ける断面「M」字刑であり、幅広に作られている。透孔は基本的  

には円形でNo．3に代表されるような1二部が直線的な例がごく少数存在する。上部がり川継な直線を  

拭かず半円形とするに踊躇する例が言忍められ、多くの資料についてはすでに半円形透孔の意識は  

失われていたと恨われる。ハケメl∴貝は仙類と異なりすべての個体でスギ等の針製樹材（1）を川い  

ている。内面調楷も類似しているが、l＝磯部にハケメを川いた後ナデを施している例などがあ  

り、 さらに細分が可能である。胎二11、助動こついてはすべて同様でありわずかに白色軽石の粗密  

がみられる程度である。また、（Da、（彰l〕頬すべてに底部調整（2）が施されている。外面縦ケズ  

リ、内面梯ケズリである。特に外面の狼跡からは刀子のような鋭利な二1二臭が独走される。  

（Dc頗は写真Ⅰ、ⅠⅠである。口緑郎まで残っている資料はないが突昭形状とハケメの類似′l！lミ、  

規格性から①類に含めたものである。（Da、（∋1〕類と異なり底部調脛は施されないが、基底部下  

期の歪みが著しく底部調整の必要怖が実感される。  

（彰類は胴部と口緑部の長さがほぼ等しく、基底郡の残存部分からは底部調整の痕跡は認められ  

ない資料である。胎土は（D類と似通っているが、作りはむしろM－2号墳に類似する。内耐にハ  

ケメを施している。  

（釘瑚は緻密な胎土でにぷい橙色（5YR7／4）を呈する資料である。④組も緻密な胎土で橙色（5  

YR7／6）を呈する。ヘラナデでイこ巨上げている資料もみられる（写真11Ⅰ）。   

形象埴輪は末実測資料小に小破片ながら確認できる。下場幅4c川の突帯がつく板状で端部が屈  

仙すると思われる破片や先鮒りで太い方はlい空の郡分がある棒状の破片などがある。前者は家の  

可胎性が、後者は人物に附属する大刀の可胎凹三も考えられる。他には楯＝～5c川ほど帯状に肥厚  

する資料、縦に直組的に切り込まれている破片がある。  

M－2号墳 埴輪はNo．13、14、15、16である。基底部下半を欠損するNo．13を除くすべての底部に  

基部の重ね合わせの痕跡がみられる。底部調整は認められない。M－1号墳（丑C類と比校すると  

基底部下端iの歪みはないに等しく、明らかに成形叔法の川避が認められる。他にも突帯形態、ハ  

ケメ、胎ニー二、色調などM－1号墳（む類とは大きく異なっている。透孔はl■＝川ラのほか【l二辺が揖経で  

明確な杓をなす例があり、半円形の存在が拙走される。   

突′H＝こついては、No．13にみられる断続ナデ技法A（3）の存在が特筆される。突揮鮎二l∴を粗くナデ  

つけたのち横ナデを施しているが、最初の跳ね⊥げるようなナデの痕跡が看取できるものであ  

る。第1、第2突椚両カに認められる。   

これらの埴輪はNo．13、15が内l仙こおいて縦ハケの多川と横方向一直線に伸びるヘラ記号を有す  

る点で類似するほかはそれぞれ仙々の特徴を持っている。No．15は残存状態が悪く断続ナデ技法の  

a9   



存在を判断できなった。未実測資料では内面にハケメを多川する例が多く見受けられる。   

形象埴輪は一片のみであるが末失測資料申に認められる。内外面ハケメで板状を呈する資料  

で、突付が棋力一向にイ立置するが剥落している。家の軸胎怖が考えられる。  

結 M【1号墳資料を特徴づけるのは底部調整であろう。H坪地域では底部調整の明細な出現は  

′1、Kl（）併行の娘恵郡を出土した掃岡5号填である（4）。また、半ll川ラ透孔が6世糸己前半で消滅する  

という研究成架（5）を接川すればM－1号墳の半lリ形のかなりj冊／したような形は半lり形透孔が消滅  

した直後の時期が考えられる（，したがってM－1号墳の埴輪両J◆1揖妃廿～後ヱ‡たの早い時期があた  

えられよう。M－2号墳の竹輪には前述のように底郡調弛が全く認められない。また、M－1・シヨ・  

墳①類とは成形万世において相方■ヰがみられ、基部を形づくって二ll粋を踏んでいく方法と推定でき  

る。 透孔ではM－2号墳のプ了にl州l作な半lIj形カミみられ、M－ト片墳には崩れた形が認められる柑  

度であった。M－1号墳とM－2号墳の資料は同一r1丁墳押申であり同一系統の埴輪制作集団であ  

ると仮定すれば、これらの要素からM－2号墳の方が先行する呼値lプlが大きいと考えられる。▼！‡た  

lIj形透孔の消滅以前で底部調酪導入以前という将期であり、ここでは611用己前半～中葉という時  

期を与えておきたい。M－2号墳にみられる断続ナデ技法は′1、Ⅰく23～′1、Ⅰく47の時期には古市古墳  

J酔IIに～Li現したとされている技法である。現段附では畿内周辺に多く分布し、関東では茨城柑、！与  

渡埴輪制作址に例がある（6）。上野地域における類例は、管見では藤㈹市七矧11古墳廿i土lサ簡埴  

輪（7）の「斜線による凸滞割り付け痕」とされるものが本例と‖悌と恨われる。断続ナデ技法Aは  

地域性や伝播のけり他において－巾要な付閏をItfめることになろう。この技法の存在が持野地域でも  

蘭識されたことで、今後類例の岬仙＝ま必至と止しわれる。その卜で再論したい。  

（文責 群蟻県理蔵文化財調査事業団 南雲芳‖Ⅲ  

註  

（1）械11腰－「川毛l端凋弊工員にl対する兆髄的突験」r九州文化史研究所紀憩月絆23号1！）78 九州文化史研究施  

設   

（2）川i牲宏幸「lI描湘蘭総論」rご考1】】‘学緋詑」須朗巻雛2・′1り1978・川7～）  

「盲！丁墳時代政治史序説j l錮81裾畑ノiに1‡f録   
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′1、言11〕．4 イ≡用ほ・特殊遺物観察衷  

番号  机上位椚  器  種  j・i  幅   厚   j托さ  †i 材   傭  考  lJig   

1＼7－11  イ’f  牲  2．7  1．3   0．4   1．2  掴 仕上〃 ㌢  完畝隷潮ともJ■寧な刺塵で仕＿1二げらJtろ。   

1＼r－11  千i 鉄  3．9  1．3  0．6    2．0  ≠択 色iて H  完形。冊lり緑とも鋸舶来に什上げら八ろ。  ・12   

W－11  了：i 焦  3．2  l．7  0．7    2．【l  顛硯色抹働署  基部をわずかに欠批表現とも斜行剥離では＿1二げられる。  ．12   

ロ  D－16  才■i 払  〔l．9〕［1．4〕 0．3   0．・l  享1！ 粥 イi  狛冊鋸蛸沌欠枇】■準な御願で化上げられる。  純  

ロ  X15Y19  イi 牲  ［2．6］l．6  0．‘1 1】  チ ャ ート  先端郁をわすかに欠批衣irliに大きく：iミ嬰刺赦再盲を班す。  

ⅠⅠ－23  f■r製干さ斧  G．5  1．9   2．1   52．0  れl拉安山岩  刃郎を貯タ■。衷師こl▲燃裾を祓している。  

＼＼†一6  打製才：言行  12．8   6．1  2．6   21（〉．0  期 色1■f里  刃郎をわずかに州廿タ■るが、刃酢睨l㌔がなされる。  

X27Y朋  打製石斧  6．8  4．9  1．3  ・13．0  m‡な安山ぎ‡  基部を欠肝タ◆る。刃抑制拙l賦が認められろ。  

C区衷採  rr製石斧  6．6   3，9  1．7   2（I．0  興 亡上江 ㌢  小形の打製才i芹。衣損irliに大きくゴミ粟刺紛niを残す。  文  

X171′21  削  累  7．5  6．6  1．1  （i2．0  掴 世上作 手  対帖こ人きく川畑l】を残す。紺仙こ丁寧な刺麒が組められる。  

X27Y38  削  器  8．9  6．5  1．9   78．0  摂1』11i■ナ  表現Ir】jとも：l三要劉鰍r沌抜し、－・様に刃部が形成されろ。  

1＼l－11  離  才う  9．8   7．9  3．0  3乃．0  机舘安山里  やや大形の麿石の－・郁と’ぢ‘えられる。  ．12   

D－13  ヰ† 十1  12．1 10．4   3．2   5♭1．け  Ⅲ拉安l】トl‘‡  衷射i†りとい華粍痕が詑められ、側線には†r痕がみらjtる。  

M－1  脈  7二i  12．2   5，‘1  4．6  ‘】17．0  糾粒安山与‘‡  棒状の轢の問粥及び側杖に打痕が詑められる。  田   

hl－2  如  才：了  12．1  9．7 ・1，4  6霊．0  石英閃緑岩  梢H形の礫の準欠．ちJ．。端部と柑剛掛こー一浪が認められる。  

16  1＼r－1  損  石  16．8   5．8  ・】．0  573．0  捌粒安‖十告  綿状の碓の両鏑戯び側線に打痛が認められる。  

＼†11  敲  7：i  13．7   7．7  5．・1  757．0  れ1†－＝だ山里  僻I（な礫の両哨及び佃附こ抑酎瀾拘られる。  

1lll  根 Il  10．8  9．7  8．6  920．0  紺地安山芋手  丸い了iの輌端に打浪が詑められる。  伯   

ⅠⅠ－5  損  石  15．2 1（L9  6．9  り紬．n  Ⅲ柑安山iケi  梢lり形の礫の先端とん側録下郡に打痕が認められる。  
据   

43   

Il－10  敲  了二i  9．9  3．9  2．7  153．0  紺拍安山上  棒状の躇のiんラ鞘に打扇が認められる。  

W－6  根  ff  8．9   3，1  2．4   79．0  耕 色 ヂiぎ‡  棒状の礫の先i掛こ大さな打疾（剣艶）が認められる。  

W－6  鮎  モf  13．5   5．3  2．6  26り，0  矧射f英片岩  椿状の礫の先端及び川lリ様に打痕が認められる。  

Ⅰ－3  板 碑  2Z．4 11．8  2．2   678．0  乱射里甘は  板碑の抜什。   巾   

X2りY43  板 碑  8．O  d．9  1．5   67，0  緑色H 胃  板碑の残片。   

】Ⅰ一18  勾 】i  3．5  1．2  0．7    6．0  滑才潤蛇絞‡i  衣担面とい■寧な研磨で†】：l二げられる。尾1紺jは丸く、循面は稽が付く。   

】Ⅰ－22  勾  玉  3．9  2．3  0．．1   3．0  滑イニ用閑職署  櫛lくな征lこ。穿孔‘よパ捌から行われる。  

田  ⅠⅠ－15  鉄  鎖  （全長［6．4〕刃翻り軋2 頸l＝l．0 消さ【13．0〕〉   捌酢蛸三打払乱膏頒闇で逆刺は深く頸部が欠‖している。   須  L13   

！l－12  鉄  釘  （j4さトl．7］巾0．8 航さ［3，0け  頭郎欠批木田の過〝はない。   吊   

田  lI－12  鉄  釘  （良さ［8．2］巾1．2 拍さtG．0］〉  やや良く拙l≦】の釘。木田、過存していない。   叩  ー‖   

B区袈托  鉄  釘  りiさ［5．1］巾0．8 拍さ〔3．3〕〉  ほぼ完吼木質一郎付乱小形の釘である。   安  吊   

31  lI－15  紡錘和  く櫛引．7 州羊0．9 伸さ1．8 泊さ一14．7〉  胱沢㍍雄佃の調矧まJ■準に施されていない。  桐  

X16Y23  ■土】 銭  （外径2．3 分明0．7 拍さ2．0〉  完形。対払「寛永通宝」の文字はっきりと読み取れる。射は無文。   

X27Yl・1  ltr  銭  （外従一 別羊一 拍さ0．5〉  1／2欠川。対読。「究」と「永」の左さⅠ！分火刑、「通」のみ完全。夷は11波が射≠。   

∧区衣採  【l】 銭  （外7堂2．3 汐け．0．6 琉さ1．0〉  完形。ネ1払衣射と帖膵働ひどく「第二永通宝」の文字わずかに読める租凱   

B区衣採  ilr  銭  （外径2．8 う須玉0，7 流さ一1．n〉  完好手。J・J読。寛丸削ご。抑ま11軌   

】Ⅰ－3  煙  管  〈J毒さ8．0 追昭l．O 三択さ4．D〉  朋   

11－3  煙  管  くi童さ5．8irけた1．3 流さ6．0〉  （36）（37）（㈹）は吸r1郡分で3．・エミといまぼ完形である。  4▲l   

38  A区蛮欄  煙  管  （‖ほ1．7 掛伽．り 厚さ0．21托さ1．0〉  （38）（3錮川摘′部分で（39）は火川1部と用字結合部が欠〃L（38）lJ火川1部のみ  

D－1．l  煙  管  （良さ［4．9伸二ほ1．0 璽沌3．0〉  である。雁首と吸l】の組み合わせはできなかった。  朋   

l‡区衣採  燻  管  （良さ7．0 直往0．9 主良さ5．0〉  右1   

n  ＼＼／一6  現  15．3  G．8 1．8 〔271．0］  良ノ川多。州毎り。掛1火貼山ま、便川によ畑㈲扶に凹む  桐  

田  ＼＼7－6  祝  t12．7】 5．9［0．8］［5り．8］  1量ノ川多。底、丘、緑共lこ剥離する。肌と落潮の一部のみj酎f。   

lI－12  位も  了イ  【10．2］ 3．5  3．9 ［165．2］  端部欠航欄‖吏川。   

n  ＼＼r－6  損＋イi  〔10．8］ 2．9 1．8 【76．・り  端部欠批1面使用。3仙こクシ状タガれ鳳  d．1   

．15  ＼＼「－6  離  れ  ［81］ 3．1 1．8 【75．2］  2面仲川。柳【而と相沢クシ状タ〝ネ軋  ‘l．1   

46  1＼十一山  航  イi  【8．・り 2．7 1．8 〔槌．3］  和樹欠眈l而値札誹如こクシ状タガネ痕。  吊   

田  Ⅰ－1  子i 「】  （腑封29．9］Jソさ12．・11托さ【5，300］〉  州拉安Ilば潮。▲1二〔】。ものくぼりげ槻的。  

．柑  l－1  イ丁  目  （i亡消【35．▲り 〃さ川．2 航さ【6，050〕〉  †冊立安山岩争望。下「】。片減りあり。  

言l）衣の害しミ観で、大きさと的さについての朝出ま〔nl、Hであり、規〟㈲肌【］で示した。  

、？0   
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．＝112．！）I11  

M－1号周鋸北†llり  

1桐lけ†硯也拙砂屑 As－C10％、lIt・－F∧20％、】lt・－ドPを才一r干含む。  

2 け1棋拭佗摘l砂榊 ∧s－C（径10川m）20％。  

2a屑 真It栂色相‖沙屑 As－C（径10mm）30％。  

3 桐 にぷい酎揖（蛸l】砂屑 鼻毛也二仁とソフトロームの混二棚7。  

Iノ＝112・7＝  
D －1クームノ＝1ノク  

l－1丹川棚両側  

偶 にぷい鵡梢伍州＝沙層 As－C5％、ⅠIr－IJA20％。 1屑 にぷい帝硯色糾砂＋拙砂屑 As【C、Ill・一ト、】｝20％、  

屑 鋸国包拙砂層IlI・一FI－（径10mm）を若干、∧s－ClO％。  ソフトn㌧一ム30％。  

層 明曲補色拙抄桐 ∧s－C5％、ソフトローム30％。 2 屑 榔火色紺砂－ト紺砂層 ‖「ド∧の細軋  

：i屑 用㈹色紺砂＋鮒砂屑 As－C（灰）二i工作。  

′l屑 曲硯色紺砂＋細砂層 ソフトローム70％以卜。  

B′  

0  1：60  2m  

．号墳墳丘図  

3ノ 、？2   



M－2号墳  bl  

忌
雪
N
コ
＝
J
 
d
l
 
 

臼】  

O  l：200  

M一夏号椅堀北側  

1層 黒冷色細砂潜 Hr一瞥Å2（l％。  

2 層 黒褐色細砂滞 掛－FA18％、A金一ClO％。  

3 層 褐色細抄暦 Å計C28％。  

3a層 樺色細砂層 As－C2¢r％、ソフトローム20％。  

4 層 にぷい薗褐色細砂層 ソフトロームと黒色土の  

浪士磨p  

5 屈 葬褐色細砂層 ソフトローム70％以上。  

召
の
l
ヨ
l
＝
J
 
凸
 
 

M－2号周滅南側  

1粛 暗褐色紳砂層 Å計C毛蟹3血〉10％、ソフトロームを若干含む。  

2 磨 にぷい責褐色細砂層 黒色上宝終にソフトローム5鵬。   

M－2辱墳丘  

1層にぷい黄褐色細砂十租砂層 As－C（径5加血）10％、Hr－FP  

（径離山）を若干含む。  

2 膚 滑褐色細砂＋粧砂層 Å金一C（径5Ⅲm）3¢％。  

3 層 明覚褐色細砂層 ヅフトローム7¢％以上。  

3a層 にぷり1黄褐色細砂層 黒色土50％、ソフトローム50％。  
E
甲
N
－
1
＝
J
 
 
く
 
 

Fig．9 M＋2号墳墳丘囲  
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M－3号墳  

AI．＝112．（；川  

O  l：120  ／＝11  

h′ト3軍用鋸  

1層 ≠．t．用地剤砂桐】lt・－ド∧10％、∧s－C30％。  
2 層 にぷい弗槻色卿砂屑 ∧㌢ClO％、ソハlトム粒を′†汗含む。  

：‡層 閑包有州抄屑 ∧s－Clり％、ソフトロームノ‖ツノをノ‡キ十合む。  

1層lリ捕硯色相‖沙層 ソフトlトム50％。  
I日周 明酎褐色紳l砂層 ソフトートーム70％以卜。  

ト」－1号住居址  

B
 
L
＝
〓
N
．
0
0
ヨ
 
 

Il－1サ住居址  

1J内 野手褐色拙（沙屑  

枕二上をけ「含  
む。  

1a椚l暗栂色相＝沙屑  

∧s－C lO％  

1t）屑 にぷい禍色紺  

砂屑 朴一卜、  

机上を†●fl：含  

む。  
Ic旧 観色紬砂屑  
1（川1 にぷい赤槻色  

拙砂層 焼仁  
侠化物をJ●】＝ll  

含む。  

2 屑 栂也拙砂屑  
ソフトり－ム  

と胱二1二を才一f二l二  

含む。  
2n†パ にぷい荊硯セ  

3 屑 典祖色微砂屑  
ソフトtトーム  

主休。  
3a椚l刑槻色微妙桐  

ソフトローム  
主体。掴色土  

を若二Iニ含む。   

‖一1り†封朝1二晒  

l椚 灰栂也矧＝沙旧 札二上をトHりこ焼巨、庚化物を‡●f二卜含む。  

11J円 にぷい栂色相＝抄屑 朴二卜とノtも色トキ′主†申こ焼∴とを10％含む。  

1t）桐 灰隅色細目沙屑 ≠．l．ミ色二トキニlミ†申こ朴ヒ30％、炭化物、根上を含む。  

2 椚り帰ホ往色細‖抄屑 焼二卜8r）％以卜。  

2；りM にぷい赤栂色拙砂層 焼士・川％、柵」二2り％、伐化物を．？キ十含む。  

21）JM にぷい赤栂色榔砂層 焼二仁と朴ヒを二iて休にJ火を多抽こ含む。  
2C屑 にぷい榊也郷‖沙屑 机上3り％、粘⊥、快、銀化物を多抽こ含む。  
3 什7Ⅰ指也紬‖沙ルー ソフト＝－ノ、を‡二日りこよく焼けている。  

Fig．10 M－3弓墳全休l望卜‖－】引：盲り甜1二  

2m  



H－1号住居土止竃   H－2号住居址  

A
一
 
 
 

B
 
L
＝
〓
N
．
0
0
m
 
 

B
、
 
 

Al．＝112．8111  

AI．＝112．リーll  

O  t：30  lm  O  l：60  2m  

Il－2iHiリ甜lJ  
l屑 にぷい栂色相劇・糾砂層 ∧s－C30％、焼土、炭化物を才一f干含む。  
2 屑 掴色相＝抄層 As－C5％、焼二卜を粁†二含む。  
3 層 黄褐色微砂層 ソフトロームを封本に照色仁を苦言t二含む。  

A・】ト2け住用址沌  
1屑 にぷい褐色柑＝沙屑 ≠葉色二卜主体）‖1・一IJA、∧s－Cまばらに10％。  

2 屑 にぷい褐色拙紗層 黒色」1主イ本。灰、焼土をまばらに含む。  

3 倒 伏桐也微妙屑 灰80％以＿し  
4 桝 にぷい赤禍也紺砂、微妙岡 焼二卜i三体、灰と炭化物を若二†二含む。  
5 屑 矧欠也微妙悼ヨ 灰を二lてイ小こ炭化物、焼土を若二Iこ含む。  

6 屑リー亦栂也微妙層 ソフトロームの壁が焼けている。  

7 屑 灰硯色微砂屑 灰をi二困こ炭化物、焼二l二を若干含む。  

A lノ＝112．8Ill  

焼1  

0  1：30  lm  

Fig．11Ⅰ一Ⅰ－1～2号住ノき川二   

．－～、う  



ⅠⅠ－3トH帥り止  

1層 ≠．1も禍色紺‖沙層 二次埴相の∧s－ClO％、  

ロームブロック苦I二含む。  

2 屑 曲槻也紳‖沙屑 二次珊瑚の∧s－ClO％、  
ソフトローム2（）％含む。  

H－4号住居址lロ  

A L＝110．・1111  

0  1：60  

H－4号住居址奄  

AI．＝110．2m  

B
 
L
＝
H
〇
．
｝
m
 
 

且l．＝1仙2tll  

甲  

A I」＝110．1tll  P2  
旦IJ＝10‡）．9IllD′  

＿  

ニ、fて   
0  1：60  2rn  

P－  

Cl」＝109．仇11C′  

ニフ＼・・子二・丁 

ⅠⅠ一4号（柚”」ト  

1 屑 隅也矧l砂憫Ill▲－ITP、As－C5％、ロームブロック  

4！f二ll含む。  

2 層 ～掲也鮒砂層 炭化物5％、ロームブロック若二「含む。  

3 屑 栂色拙砂層 焼上松10％、炭化物．結干含む。  

ⅠⅠ－4号†＝糾l：桂穴Ⅰ－．・P2  

1 屑l甘槻色紺砂傭 ソフトしトム10％。  

2 層 槻也鮒砂層 ソフトtJ－ム30％。  

Ⅰト小母住居力l：穂  

l層 にぷい硯也徴柳酉 粧1二をニl三附こローム．卜を  

1●f二l：含む。  
2 層 明湖色拙砂屑 難色皮剥本に焼土30％、庚化  

物を若干含む。  
3 層 硯色拙砂十判＝沙屑 対地二l二王作に班ニヒ30％、  

甜ヒ物10％、ロームブロック10％。  
4 層 灰制也拙砂榊 灰を三l三体に焼＿l二20％、炭化物  

20％。  
4射層桐色紺砂層 灰を三Ⅰ三附こ焼二1二2（）％、抜化物10％○  

Fig．12 H－3～4号住居批   

．？6  
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‖－5引仙川二  
1層 畔栂色拙砂層 棋色仁主仇  

2 屑 槻色紬砂屑 ローム粒20％、炭化物を  
‥†！H二含む。  

H－5号住居址   

O l  

コ＝＝ 
Im 

A I．＝10！）．2111  

BIノ＝lり9・2‖－  ㌍  

Il－6巧・仲居址化  

1僧 侶色紬砂－ト拙沙屑 粘土を主困こ焼ニl二を  
＝i－f二卜含む。  

2 回 りJ硯包有州沙屑 焼二1二を若十含む。  

3 脚 栂也紺砂屑 焼二1二20％、樹ヒ物を含む。  
3a屑 湖也斉川沙層 恍二1二、炭化物を4！汁含む。  
1層Il拝硯色相＝沙層 灰を多如こ含む。  

5 屑lけ子赤禍色榔沙十机砂層灰、焼1二、炭化  
物を多損に含む。  

P－  P2  
I一＝10！川111  Iノ＝1帆リm  

旦  且旦′  

吻  瘍  

l甲  

0  】：60  

tI－6琴柱ノ．朝1：  

1屑lにぷいけ汚瑚也和‖沙屑ⅠIl■】【1－（径1mm）5％、As－C20％、  

焼土柑10％。  

2 楢 崎褐色細砂屑Ilr－IJP（径Imm）5％、∧s－C30％、ローム  

l卜6号鮎伸冊l三穴Ⅰ）－・P2  

1冊II抒栂也拙砂屑 辣を也・1二主帆）  

2 屑 黄栂色斉川沙屑 ローム枇50％。  

拉を器二†二含む。   
2n層 謹皇栂也紺1砂層ⅠIr－IJP（径1mm）5％。   
こう 肘 臍補色拙砂層 tlt・－ITP（径1mm）5％、∧s－ClO％、焼二1二粒  

10％。  

・3a屑 暗褐色紺砂層 焼土川％、炭化雫勿を若干含む。   
∫1 層 黄栂色拙砂層 ローム粒を多出に含む。  

IJig．13 H－5～6号住居J】1二  
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H－7号住居址 二l  

J甲  

A
 
 
 

甲
 
 

B
 
「
＝
【
O
P
－
m
 
 

B
 
L
＝
－
O
P
【
m
 
 

A I．＝109．1Ill  A‘  

ⅠⅠ－71川三′．肋」：恨  

1屑 昭赤禍色刷砂皿＋桝ヒi潮に戊化物｛ノ  

弟十含む。  

2 屑 褐色拙砂層 り－ム土と焼tの混土。  

0  1：30  1m  

B
 
L
＝
－
O
p
－
ヨ
 
 

H－8号住居址寵   A lノ＝1（）！）．l111  

0  1：60  2m  

11－8り住居用  

1桐 ‖冊肌用＝沙一卜柑砂層 ∧s－C5％、ローム柁5％。  
1a屑 椚硯色紺＝沙十紬砂層 As】C5％、rトム柏20リム。  
11川一 にぷい硯也拙砂屑 眈二L、炭化物を20％。  

2 屑 棋栂也キ州沙屑 ∧s－Cを才ミ：二I二含む。  

2；l回 目チ掲色拙砂憫 ソフトローム粒10％。  
3 屑 にぷい西根せ剰‖沙層 ソフトローム粒30％。  

B
、
 
 

l甲  

A I．＝10！）．1】11  

ⅠⅠ一8り住居州：機  

虹 1桐l僧硯色相‖沙屑 粘二Lと黒色上の混」1胤  
2 椚 栂仏師砂僧 服仁を若7こ含む。  
3 桐lけ；槻色拙I沙屑 桃二l二を‥粁I二含む。  

1屑Il椚褐色対日抄JM 桃ニー二20％、灰5％。  
′la榊 栂色拙砂屑 焼二仁20％、灰10％。  
5 屑 輔‖“赤硯也拙砂屑 焼土40％、灰50％。  

‖－8与ナ†紬伸二杵州－．  

1屑 川槻色拙砂屑l‘トーム粒を＝持二1こ含む。  

db  

Fig．1∠1ⅠⅠ－7～8号一三i瀬川二   

）■．ヾ  



lI－9け†＝訂址  

l 桐 ＝胴肌蛸腑珊 一l．則包仁巨体。  

2 屑 一l．l．も掲出拙抄屑 ロームfな5％。  

：iJい一 曲栂色拙砂桝 ロームf加（）％。  

O  l：60  
1トt）り・仲居址㈹  

1屑l眉根色細‖抄屑 焼ニヒと伐化物を†●，】  

含む。  

2 桐 桐色帥沙旧 札上を巨休に炭化物ぺノ  

？●i】こ含む。  

：！旧 情赤禍色拙砂州 焼上30％、灰5％。  

】椚 岬手栂色柵‖抄旧 札上5％、灰30％。  

2m  

B
 
「
＝
；
0
0
．
の
ヨ
 
 

1ト10り侶．】州：  

1屑 晰掲也斉州抄層「トム粒5％、  

八s【ClOリム。  

2 屑 昭槻色紬砂層 胱上を′†■】＝1二含む。  

2；りPj 褐色糸州沙屑 恍土を′‡●】：二I二含む。  

A I」＝10～1．（；】11  

0  1：60  2m  

ITig．15Ⅰt－9～10り住屈址  

、一∫JI   



や
 A

 
 
 

B
 
L
＝
－
○
0
0
．
0
0
m
 
 

A I一＝10日．4m  

L甲 Al一＝108・8‖－  
A  

lⅠ－11号住†別1：  

1同 価膚赤褐色拙砂層  
恍土5％。  

2 層 褐色紺砂層 焼土粒  
を若二卜含む。  

3 層 摂褐色鮒砂層 焼土  
枇を若二l二含む。  

且Iノ＝108血11 一旦  
0  】：60  2m  

】m  

l卜11引主居址㈹  

1層 褐色諷砂層 焼二1二20％。  
2 屑l辟補色拙砂屑 粘土と棋色  

土が主休。  
2こり再 掲色刷抄層 炭化物が若干  

含まれる。  
3 層 赤褐色鮒砂層 焼二i畑0％、  

炭化物20％。  

3n層 暗赤褐色糾砂層 焼二i二50％、  

炭化物5％。  

4 層 損禍色鮒砂層 炭化物が主  
体、灰20％。  

5 層 にぷし瀾禍色相砂屑 灰50  

％、庚化物10％。   

Ⅰ・Ⅰ－12丹†‡三届朝：   

1僧 哨亦槻也紺砂層 As－ClO％。  

2 順 にぷい赤褐色紺砂屑 As－C  

5％。  

3 闇 橙色拙砂屑 粘土粒50％、  

砂を寺キニI二含む。   

0  1：60  2m   

Fig．16Il－11～12号住居址  

40  



H－13号住居址寵  

A
 
 

岬
L
＝
－
○
0
0
一
ふ
m
 
 

B
、
 
 
 

Al．＝】08ノ1m  

Alノ＝108．3Ill  
11－13サ肛㍍址砥  

1層 硯色細＝沙層 粘二巨i二休。銀化物10％。  

1n屑 昭赤槻（畑l＝沙屑 朴土主体。よく焼l）ている。  

2 屑 栂色細沌少層 焼二上、灰、庚化物の混土。  

O  l：30  lm  

Il－12り性′．明1：椎  

1 椚 栂色拙砂仲】朴」二と一事1も  

色土を三L困こ焼土5％。  

2 椚 褐色拙抄屑 焼二LlO％。  
2a屑 暗褐色拙砂層＋焼二L30  

％、灰を㍊二l二含む。  

21）肘 褐色拙砂屑 焼二1二40％、  

炭化†勿を1－f二l二含む。  

3 屑 鵬褐色拙砂層 焼二上20  
％、灰を10％含む。  

‘l屑 褐色拙砂桐 畑土二iミ休。  

いl屑 褐色拙砂榊 粘土を二Ⅰ三  

体に灰を寺●fl：含む。  

B
 
L
＝
－
悪
忘
m
 
 

A】．＝1い8．‘lI11  

1l－1申子†も居址  

1屑 昭槻色相l砂－ト糾砂層 ノ＼s－ClO％、桃二l∴抜化物を若ニー二含む。  

2 屑 暗褐色紺‡砂屑 As－C5％、焼土、炭化物を全i仙こ20％。  
0  】：60  2m  

Fi払17ⅠⅠ－12～14・引主居1】1二  

〃／   



トト14号住居址寵  

二二  

II－14ぢイ津川l二蝿N仏1  

1 博子 手相也紬‖沙椚 粘，卜を主体に焼二卜20％  

含む。  
2 層 昭赤禍色拙砂場 焼二1づ0％。  
2a層 極椚禍色拙砂層 恍二1二70％以＿卜。  
3 層 祝仏和‖沙屑 炭化物と灰の船上軌  
3両層＋昭潤色紺＝沙屑 炭化物と灰の軋1：層。  

lト1車封抽出鴨No2  

1層 暗硯色細‖沙屑 粧上と異色上のi虹ヒ軋  
2 層 栂也紺‖沙屑 焼土5％、ロトーム粒を1●汗含む。  
3 層 にぷい赤禍色相‖沙屑 焼二L30％。  
′1屑 赤褐色和砂屑 焼二1二50％、炭化物、伏を多最  

に含む。  
いり沼 哺亦槻色毒州沙層 恍二巨20％、炭化物、灰を多  

抽こ含む。  
5 座jl肛赤禍色紺砂肘 焼二上50％。J、く焼けている。  

旦  
け㌍   ＿旦Iノ＝1一札‘l川  

一
世
L
＝
；
∞
．
∽
m
．
憧
 
 

ⅠⅠ－15号住居址佃  

1屑 栂也拙砂屑 As－C5％、桃二1∴炭化物を全打出二  
10％。  

2 屑 にぷい亦槻色紬砂桐 ∧s－C5％、焼卜、抜化物  
20％。  

2a層 にぷい赤崗色紬砂屑 ∧s－C5％、恍，－ヒ、炭化物  
を．～ノf－l二含む。  

3 屑 明赤観色紬沙屑 焼土粒70％以上、炭化物5％。  
‘l屑 にぷい赤禍色紬砂層 娩土枇20％以卜、灰、机  

粒を10％。  

5Jぐぅ 灰掲色相砂椚 朴仁を二i二川りこ炊、庚†ヒ物20％。  

6 屑 雄視也紬＝沙屑 庚化物、伏80％以ヒ。  
7 屑 典灰色拙砂層 川砂80％以上。  

O  l：30  lm  

1Tig．18ⅠⅠ－14～15号住居址   
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B
 
「
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l
O
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分
∃
 
 

A l一＝1（相．一量m  

1ト15号什居J」l二  

1層 栂也鮒砂一卜粗砂屑 ∧s－C20％、娩上相川％。  

2 層l暗褐色紺砂層 ∧sClO％、伏化物を紆l二含む。  

‖－15号住ノ糾】ヒ1－．・1）2  

1屑 ⊃l．町栂色紺砂層 ∧s－Clり％合む。  

2 屑 英樹色相＝沙層 粘土粒10％合む。  

3 層 にぷい典橙色拙砂屑 砂と粧仁を多姐こ含む。  

0  】：60  2m  

ドig．19ⅠⅠ一15号住瀬川二  

イ．？   
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I」－17号住居址  B
L
＝
－
○
∞
t
∽
m
 
 

B
、
 
 
 

AIノ＝108J！m  

Pt  

CIノ＝川7．りIllC′ l 

P5  P3   P2  
DI．＝l（）7．仇11  D′  FF‘  

、、 、 
／  

／  
0  1：60  2m  

／  
／  ／  

Fl  
lI－17り†仙川  

1層 栂色別‖沙屑 ′l．t．沌止せ圭休こ  

∧s－C20％。  

2 偶 にぷい蛍栂色刷砂榊 ∧s－C  

lI－17り†i舟り止炉址F－・ド2  

1 旧l刑栂灰色紺‖抄屑 粘土と焼  

二卜のiI上l：屑。  

2 屑 赤褐色細沙屑 焼二1・．l潮。  
l：iちく締まる。  

／  
一／【＼ 

＼＼ノーーノ／ √ ＼  

＼F2 
‘‥冒■■’〕■■り…  

＼＼＿／一  3 偶 にぷい肘粕紬沙什…比和  
＼ぐノ   ：う0％。  

1Ⅰ－1〃封相性什穴l）l～Ⅰ）。・I’5  

1桐 にぷい直観也拙砂榊 焼l二川％、炭化物10％含むo  

la屑 にぷい【り■与親色州砂屑 炭化物を＝†汁含む0  

2 屑 榊拙細l砂屑 扶化物10％、射出↓を措l二合む。  

0  1：30  1M  3 屑 鋸ふ池矧‖沙屑 粧二卜粒ItI％、川砂20％0  

1Tig．21H－17号住居址  

・J．う   
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Pl  

I．＝108．1Ill  

C ＿3旦  

【こ／㌻‾‾  

匝 
AL＝1朋L廿、  

20iナ住居址  

旧 暗栂色拙砂十川砂屑 As－ClO％、戊化物柑を  

若ニ】∴含む。  

にぷい鋸指色相I砂屑 朴二卜l潮。  

にぷい曲槻色シルト屑。  

L
＝
－
○
∞
．
〇
ヨ
 
 

A
 
 
 
 
斗
“
∵
≠
∨
 
 

・
い
I
「
 
 
や
 
 

2
 
 
3
 
 

】Ⅰ－20け住居址廿穴Ⅰ）】  

l屑 班補色微妙屑 撞色十三i三体。  

2 屑 褐也糾砂屑 粘土枇10％。  

3J西 灰典硯（蛸＝沙屑 川砂10％、枯二L柑10％。  

H－2」号住居炉土止  

一′、、 
／ ＼  

／
 
 ＼  

＼  

且  

／
 
 
 
 
 
＼
 
 

且
 
 

＼ ／  

＼ ／  

＼＼ノ  

ll－21号†＝甘址  

1 購 にぷい典視也微妙倒 川砂をγ－二Iこ含む。  

2 ルー にぷい栂色紬砂屑 粘ニヒ粗を若イ眉む。  

且Ⅰノ‾1〔胤川11  

lI－21fナ住J榊l：炉仙ドI  

l 層 昭栂色紬沙層 耕色二巨＝杭  

2 層 暗赤褐色和砂屑 焼言上巨休。  
0  1：60  2m  O  l：30  lm  

Ⅰγig．23Ⅰ一ト20～21り住屈址  

イ7   



A
 
 
 

晶
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m
 
常
圧
 
 

Ⅰ卜22耶凧二㈹  

1肘 褐色柑＝沙屑 枇1：を三i三体とし、よく焼けている。  

1a屑 瞞肌鯛欄州粘土糾山伏10％含む。  

2 屑l牲赤槻色剤胞哺 焼土70％以」1。  

3 屑 昭赤褐色榔沙†啓 焼二1二10％、川砂貯I：含む。  

AIノ＝l叩2111  

IⅠ－22号住僧州：  

1層 ≠、】、t補色机砂層 川砂を多」直こ含む。  

H－23号住居址  

H－23号住居址悉  

八
一
 
 
 

匝
L
＝
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AI」＝1（）パ．。1…  

Ⅰ卜23り・†＝宮址㈹  

l層 栂仁摘川砂JM 机⊥と≠．Ⅰ．≒也」∵l三休。  

＿旦1．＝108．小一1  A′1H層 赤梱包榔抄層 料二l二と黒色土二＝本。よく煉りている。  

Il－23号住居址  

1屑 隅色紬砂憫 As－C宣・渡ばらに1（）％含む。  

2 屑【け子褐色紺砂州 川砂20％。  

3 椚 にぷい典褐色斉川抄層 粧卜‡加0％、川砂20％。  
0  

2 層 子お〔蛸】】砂屑 焼二上20％炭化物10％。  

3 層消恥鮎帥炒層：阻ヒ30％、庚イヒ物10％。  

3；1層 哨栂色才州沙層 触卜30％、灰20％、炭化物10％。   

‘l層 鶉褐色紺砂層 ソフトlコーム50％、灰50％。  

5 層 明鵡槻色抑沙回 状を‡琳に、庚化物才●／干含む。   

1：60  2m  O  l：30  1m   

Fig．24Ⅰ・Ⅰ－22～23月・什居劫二  
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l－」号井戸址  
仁一2号井戸址  

三遷：′④   

AI一二11トll11 A′  

A L＝112．7】11  

Al．＝112」i川  

l【11号外ノりjl二  

1 け1机色相＝沙桐Ill・ドl）lり％含む。  
2 伸一 栂色相＝沙層 t＝トFI）†●fI二含む。  

3 回 り】典褐色拙砂屑 ソフいJ－  
ム50％。  

4 “1 芋川沌酬砂層 ソソトlトーム  
1しl％。  

5JM カ㌢糾色拙抄層 ソソトローム  

ニー■∴  
6 椚 朗†揖也微妙屑 ノ．t七色二1・．とソソ  

トり－ノ、のさ軋卜†M。  
l－3号井戸址  

7 屑 一り、も糾色微妙J習 ′リ．他トキ盲二†小二粘上とソフトlブーム†なを謹◆汁合む。  

H Jいj 灰朗糾色シルト屑 粘・作が明い㌧  

Ⅰ一いj・ルjり1j：  

l屑 栂色紺＝沙屑 脚色巨巨休。11t・－ドl｝？！汗合む。  

2 屑 田村色微妙屑 ≠．t、l色巨とソフトロームの軋上靴  
：i侶 測揖色微妙屑 黒色仁を1イ本こ粘卜とソフトロームf、ほ岩rt二合む。  

0－1号落込み土止   

AI一＝I12．O111  

（）一1り落f‘）込みJt卜  

1 桐Il托槻色相】砂桝 Ⅲ也仁】二休。  

2 仲1舟硯色細‖抄屑 ≠、l、池上とローノ＼上の批点軋  
Ⅰ－3与Hト戸111：  

1 屑 にぷい曲栂色拙†沙層 ∧s－C5％、川・－ド∧5％、ソフト‖－ム左  

†◆】‥1二含む。  

2 屑 栂也拙砂屑 As－C5％、ITl・一ド∧5％含む。  
3 層 帽掴色鮒砂層 ソフトり－ム20％。  
l屑 にぷい胡褐色紬I砂屑 ソフト1ノーム3り％。  
5 屑lリ捕禍色拙砂層 ソフトローム80％以t．。  
6 －中1にぷい舟板色微砂層 ソフト‖－ム10％、J英化物を甘「合む。  
7 屑 黄栂色糾砂層 ソフト‖－ム2（）％  
ボ 屑 暗栂色微妙楢 川也二卜を主†申こ鮎ニヒとソフトロームを苦半合む。  

0  1：60  2m  

1Tig．25Ⅰ－1～′l切卜戸址0－1号落ち込み址  

4リ   



‾ 

二 三‾ 二 三二I  
AL≡112・7‖一 ヵクラン A AIJ＝112血 A′AI・＝一12・8・llAIAIJ＝112．8Ⅰ、．A Aよ孟盟。り刀√  ‾ 

去ワ窃■ 三三・？ 
二7？ナナ「丁■  

D一川号土坑  D－11号土坑  ‾ 

D－6号土坑 二 二＼－‾ご二二l（） A L＝112．7Ill  ‾  一 

AIJ＝112・6－－一    口ームブロック＿旦  

Ⅰ）－4号⊥坑  

1屑 黄褐色拙砂層 粘二l二粒20％。  
2 屑 にぷい典補色細砂屑 ソフトローム30％。   

l）一5与ヨ・土坑  

1層 ≠異観色紺砂層 新二1二枚20％、炭化物20％。  
2 屑 黄褐色拙砂層 ソフトロームブロック。   

r）－（；与チニ1二坑  

1 層 黄褐色拙砂砂層 粘二1二粒10％、ソフトロー  
ムブロック20％。  

2 屑 にぷい黄褐色紺砂個 ソフトローム50％。   

Ⅰ）一7号二l二坑  

l 層 灰黄褐色酬砂層 粘二1二粒30％。  
2 偶 にぷい典補色糾砂層 ソフトローム30％。  

土
 
 

号
 
q
二
田
∑
曽
 
 

、
 
・
－
．
I
－
 
 

異相也朋砂層 As－C5％、粘土粒20％。  
郎褐色紺＝沙層 炭化物20％、ソフトローム  

30％。  
AIノ＝112．O111  

Ⅰ）－10与ナ土坑  

1 層 灰黄補色紺砂＋糊砂層 粘」二枚10％、ソフ  
トロームブロック20％。  

2 屑 にぷい黄褐色紺砂層 ソフトローム40％。   

Ⅰ）－11巧土坑  

1 層 暗褐色細砂屑 As－C（径3mm）川％、炭化  
物を若干含む。  

2 層 灰槻也拙砂屑 炭化物30％、灰を30％。  
3 層 明褐色紬砂層 炭化物10％、焼，・1二10％。  
3a層 にぷい補色新砂層 ソフトローム粒30％、  

D－12母上坑  
1層 耕褐色灘砂＋粗砂層lIl・－1叩30％、  

As－C30％。  

2 屑 黄褐色紺＝沙層 ソフトローム3∩％、  

∧s－ClO％。  

0  1：60  2m   

2 層 にぷい弗硯色剤胞層 ソフトロ  

ーム40％。  

3 層 薫陶色紬帽層 ソフトローム主  

イ本。  

l）－3号土坑  

1 層 灰黄褐色榔沙屑 粘二巨粒10％、  

ソフトロームプUツク30％。  

2 層 にぷい掛栂色晰砂層＋鮎十粒5  

％、ソフトローム30％。  

D－1号二l二坑  

1 倒 伏黄褐色紬】砂1一組砂層 粘二1二枇  

20％、ソフトロームブロック20  

％。  

2 層 にぷい黄褐色朝砂屑 ソフトり  

－ム30％。  

3 停j 黄褐色榔沙屑 ソフトローム70  

％以t二。  

D－2号二1二坑  

l層 黄褐色紺砂個 粘二巨粒10％、ソ  

フトローム20％。  

Fig．26 D－1～12号土坑  
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D－」5号土坑  

二  
④  

D－16号土坑シ  

◎ 
＝ 互  

り／   

D－13号土坑  
／・・一■■‾■‾ 、  

＼＼D－川号土坑  
＼  

ノ  
／  

／   

／  

／  

／ シ  二   
生Ⅰ一＝11l．5Il12   旦  

／  

テ  

・  

】ノ＝11l．（）111  

A［トノ、プりックA  

l．＝11l．5川  

D－18号土坑  

ニー   
Al．二111．8111  A′  

Iノ＝111．0】11  

‾ 

D－21号土坑  

ニ 

1 

ニーー 
＿ A  し′－ムノ＝ソクA′  

些  ＿  

D－20号土坑  

O  l：60  2m  

A L＝110．2111  

D－13号二l二坑  

1層 灰鵡補色紺砂層  
粘土粒10％、  

ソフトロームブロック20％。  

2 層 曲補色紺砂層  
ソフトロト一ム30％。   

D－14号二巨坑  

1 層 にぷい黄槻色相砂屑  
炭化物、ソフトローム  
ブロックを若二「含む。  

2 層 灰黄褐色紺砂屑  
粧l二50％。   

1〕一15号▲卜坑  

l 層 暗視色紺砂十拙砂憫  
∧s－C5％、  

ソフトロームプtトング  
若二Iニ含む。  

2 偶 にぷい黄硯色紺砂憎  
ソフトローム40％。  

1）【16号二L坑  

l 層 昭㈹也拙砂1一組砂憫  
∧s－C5％、  

ソフトロームブロック若二「含む。  

2 偶 にぷい戯褐色紺砂層  
ソフトローム50％。   

Ⅰ）－17号1二坑  

1 層 棋硯色拙砂憫  
机二1二粒20％。  

2 屑 槻色剤‖砂椚  
ソフトローム10％。   

D－18号二t二坑  

1層 プ侶舶用帽瀾  
朴二1：拉10％。  

2Jぐj 槻色鮒砂掴  
ソフトローム20％。  

D－19巧二l二坑  

1旧 柄栂也榔沙桐  
ソフトロームブロック5％。   

D－20号二L杭  

1屑 にぷい黄褐色紺砂層  
ソフトロームブロック5％。  

D－21号二L杭  

1 屑 暗褐色紬砂屑  
粘・卜粒20％。  

2 屑 暗補色朋階層  
粘二上松30％。  

3 屑l机キ褐色軸＝抄層 朴二上：1‡休。  

Fig．27 D－13～21号土坑  

．う／   



D－23号土坑  D－24号土坑  ‾ 

‾：‾＿＿＿ 二 二、  
D－22号土坑  

ニ   

A  A′   

を亮  
‾ ‾  

「ニーニ、二  
AIノ＝108〟＝－  A′  AI．＝lt）7勃11   A  A A′A A  

ニー＼二＿‾‖   D－30号土坑  

Ⅰ．＝109．7111  

生 ロームプ‖ツタ  ＿  

AJノ＝110．2】11  旦  

カタラン  
l）－27甲上坑  

1 僧 典槻色糾砂個 粘二1二枚21）％。  

2 層 にぷい黄硯色紺砂屑 粘二1二枚30％。  

1）－28号土坑  

1層 にぷい茹槻色拙砂屑 粘二1二粒10％。  

り【29母上坑  

l 層l臍槻色糾砂J西 粘土粒10％。  

2 f酉 にぷい黄硯（蛸l旭瀾 粘土粒30％。  

】）－30り土坑  

1層 tl洋栂色紺砂層 ソフトローム拉10％。  

2 僧 にぷい黄糾（蛸l】砂屑 ソフトlJ－ム粒3n％。  

l）－31号二上坑  

1 偶 にぷい黄硯也紺砂十紺砂屑 ソフトローム粒  

31）％。  

2 層 川根色相‖沙屑 ∧s－Cを若干含む。  

3J河 畔チ栂色拙砂桐 ソフトロトーム粒10％。  

4 屑 此栂也鮒砂椚 ソフト‖h一ム枇70％。  

O  t：60  

D－22号二i：坑  

1 楢 崎褐色拙砂層  

2 偶 にぷい典閃色相‖沙屑 粘ニヒ粒20％、川砂5％。  

D－23号二l二坑  

1 屑 暗槻也矧＝抄屑 机ニヒ粒21）％。  

2 層 にぷい敢撞色剤砂屑 粘二1二粕60％。  

I）－2申子二l二坑  

l 榊 ＝汁栂色紺＝沙椚 粧二上松40％。  

Ⅰ）－25号一卜坑  

l屑l暗褐色者州沙層 枇卜枇20％。  

2 何 にぷい黄橙色紺砂屑 川砂と粘土枇i三体。  

【）－2（滑上坑  

1 層 にぷい典和也鮒砂 朴」二柚20％。  

2 層 にぷい朗梢色鮒砂旧 称二】二と川砂のi柑合。  
2m   

Fig．28 D－22～31号土坑  
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W－1号満址  

L＝I12．（im  
ソソトしトーJ、フロック  

W－2号満址  

A′  AI．＝112ぷ…  

W－3号満址  

A′ Alノ＝112・7＝ ‾  

W－4号満土止  

生  AI」＝110．5…  

ノ：■  

W－7号満址  
l．＝l12．2日  
‖－ムプしぃノク 旦L  

W－6号満址  

AI．＝I12血－－  A’  

W－10号満址  

‾                        A   AIノ＝l川．（）…  

W－14号満址  
生  互  

W－16号溝址  
AI．＝10軋9111  

W－12号満址  
AI一＝It）！）．2日  

予∴∴－J‖・・・  
．  

つ‥＼イ「  

W－1iナ満州  

1 倒 伏典栂色判＝沙十拙砂屑 ∧sCご）％。  

2 屑 にぷい蕗栂色拙砂州 ∧s－C（3mllり11）％。  

3 僧 神村色宥州沙屑 ソフトlト一人3り％。  

‘1層 にぷい典補色紺‖沙屑 ∧s－Cを′†●f二「合む。  

W－1り・洞側・Nn2  

1 椚 栂也一日沙－ト拙砂僧 ∧s－C5％、焼ニヒを浩二l二含む。  

2 f習 にぷい典制色拙】沙屑 ∧s－ClO％、焼ニヒを首l二含む。  

3 r河 栂色相l砂屑 焼土を首十計仇  
‘1 ′河 にぷい舶栂色微砂憫 ソフトローム5％、焼巨針甘半合  

む。  

W⊥2け溝址  

1 層 暗栂也拙砂屑 As－ClO％。  

2 博子 にぷい路栂色拙砂屑 ソフトローム50％。  

W∴3研削」l：  

1層 昭栂色拙砂僧 ∧s－ClO％。  

2 屑 にぷい甘栂色拙砂脚 ソフトローム50％。  

1＼J－‘lり†附l卜  

1 伯弓 状直弼色机砂－ト拙砂屑 ∧s－1i、∧s－Cを．†－】：二1二含む。  

2 層 班栂色紬砂層 ∧s－ClO％、】ll・】ドPを：持ニll含む。  

2；り再 にぷい黄褐色拙砂屑 ∧s－C、ソフトり－ムを‡‡ニlこ合む。  

3 層 にぷい曲褐色糾砂屑 ソフトローム川％、As－Cを‡？】二含  

む。  

3a層 にぷい朗祖色紬砂屑 ∧s－Cを㌢．＝l二含む。  

4 層 にぷい曲補色灘l沙屑 ソソトロ㌧一ムブりツクを†て十合  

む。  

5 恒j 曲褐色拙砂＋微妙屑 ソフトローム土30％、Cl〉を若十合  

む。  

5a層 黄栂色拙砂－ト微妙層 ソフトU－ムヒ20％。  

6 層 鋸褐色拙砂＋微妙層 ソフトローム．1二40％。  

7 層 黄硯也紺砂十微妙屑 ソフトローム土60％。  

W－5り・溝川．  

1 屑 槻色対＝砂楢 As－ClO％、用色二仁l三休。  
2 層 に．削、典橙色紺l砂桐＋脚色巨とソフトローム30％の混土  

J軋  

W⊥6け洞址  

1 屑Il抒栂仏経l紗屑 As－ClO％、炭化物を＝～㌢lこ含む。  

Ia層 栂也拙砂層 ソフトロームニl二10％。  

1t）層 灰黄褐色拙秒間 As－Cl（）％、粘卜を．†●，：二†二含む。  

1C屑 にぷい典槻色相＝沙肘 ∧s－C5％、ソフトローム土1（）％。  

2 層 にぷい抑制色紺砂層 ソフトtJ－ムをブ†7ツク：」人に30％  

含む。  

＼＼／－7り溝川．  

1屑 ‖侶褐色紺＝沙屑 ∧s－C川％、侶一Ⅰ叩をj汁合む。  

2 屑 にぷい肘掲色相＝沙屑 ∧s－ClO％、ソフトローム十20％。  

W一輪号一門J王l：  

1榊 栂也柑他州 ∧s－C5％。  

2 屑 にぷい曲栂也拙砂屑 ソフトl－－ム20％。  

＼＼J→9研削Il．  

1桐＋槻色拙砂憎 ソソト‖一人粗10％。  

2 肘 にぷい蕗栂色紺砂州 ソフトtトム粒30％。  

W－10け洞址  

l桐 ‖侶肌用＝沙屑 ∧s－C5％。  

2 桐 栂仏書州沙屑 ソフト「トノ、20％。  

3 脚 にぷい黄栂也微妙屑 ソフト「トーム30％。  

1V－11り洞肋．  

1㈹ 栂色酬砂冊 ∧s－C5％、ソフトロームを？‡二I：含む。  

1叫て 千村也紬‖沙屑 ∧s－C5％、ソフトロームを謹‡十含む。  

1l）屑 にぷい亦槻色相‡砂屑 炭化物を若1二含む。  

2Jぐjl情栂色糸M沙屑 As－Clり％、ソフトローム粒5％。  

3Jぐ1机色微妙JM ソフト「卜一ム30％。  

W⊥12り洞仙  

1屑 昭栂也帥沙層 As－C5％、庚化物を若二I二含む。  

2 屑 にぷい曲硯色㈲砂屑 ソフトローム10％。  

IV－131j・洞址  

1榊 昭掴色紬砂層 As－C5％。  

2 屑 硯色矧‖沙椚 ソフト「トムを紆I二含む。  

3 屑 にぷい曲槻色剤砂桐 ソフトローム10％。  

′】屑 榊也拙砂屑 As－C5％、ソフトローム10％。  

5J再：甘栂色拙砂層 ソフトlト一人70％以上。  

W－1車ナ洞仙  

l†ぐ一 雄栂色拙砂層 As－C5％。  

2 屑 にぷい踵椙色鮒砂桐 山－ClO％、粘土粒30％。  

W⊥15明制」l二  

1屑l哨槻色相‖沙層 As－C5％。  

2 屑 硯色紬‖沙榊 ソフトローム40％。  

3 屑 脚栂也紺帽′個 ソフト‖－ム50％。  

W－16り洞址  

l楢 川榊也紬＝抄憫 As－C5％。  

2 層 にぷい蕗栂色拙砂榊 ソフトローム10％。  

3 屑 槻色相‖沙脚 川砂とソフト‖－ムニi潮。  

0  1：60  2m  

1Tig．29 W－1～4・6・7・10～12・1′i～16号溝址  
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Fig．32 古墳～奈良・平安時代の土器（3）   
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Fig．33 古‘墳～奈良・平安時代の二日制（4）   
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ITig．3d 了11墳～奈良・平安時代の二日描（5）   
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Fig．35†Jγ墳～奈良・平安時代の二日制（6）   
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Fig．36 古墳～奈良・さI∠安時代の土岩糾7）   
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Fig．37 t購■ト奈良・平安昭代の土郡㈹）   
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Fig．38 日墳～奈良・平安崎代の土器（‡））  
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1Jig．39’古墳～奈良・平安時代の二ト調（10）  
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Fig．40 古墳時代の咄輸（1）   
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F如1古墳時代の咄輪（2）  
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二‾‾、．  
ITig．42 イニ淵・特殊過物（1）   
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Fig・43 石器・特殊遺物（2）  
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Fig．44 石≠・特殊過物（3）  
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1．A区全果（上空から）  

3．Ⅰl－1号住居ill二（西から）  

4．Ⅰト2号住居力＝li土遺物（南東から）   2．∧区深掘（南東から）  



PL．2  

2．W－（ト1ヨ▲溝仙川二巨．遣物（細から）  1．W－6号溝址（架から）   

3．Nl－1号墳（上空から）  

5．M－1i∃欄川七j出物（北から）   
‘1．トⅠ－1号墳山」l」出物（北から）  



Pし．3  

1．Nト1号墳全景（南東から）  2．M－2号墳全景（南東から）  

3．M－3号墳周捌（両から）   d．W－7別蒔址全屠（両川から）  

5．八′l－2号墳全摂（上空から）   



Pし．4  

1．Ii区全栄（」二空から）  

3．I・Ⅰ－（；号住J泄止（北西から）  2．Ⅰ卜車引主脚11二（北西から）  

5．1Ⅰ－8・引三＝許址Ⅶ甘士道物（西から）   ‘1Il－8号住J．榊1こ（西から）  



PL．5  

2．1l－12け住居皿：（州から）  l．ll－！）号住居址（北西から）   

：i．C区全景（上空から）  

5．ⅠⅠ－11号作劇朝出二上道物（向から）   



顔幣£も遠  

Ⅰ．Ⅰト1‘1号住居側：（西から）  2．Ⅰト‖号住居址租（西から）  

3．ⅠⅠ－15号住屈址（西から）  

5．‖－15号住居址川二l二遺物（西から）  6．】Ⅰ－1G号住ノ．現川H・遣物（南から）  

7．I・ト16号住屈址川⊥適物（北西から）  8．‖】㍉‖号住居址貯蔵穴Fl比遺物（西から）   



P」，7  

3．1l－17り▲住居批（向から）  l．トⅠ－17号住≠川二出．上道物（南西から）  

5．ⅠⅠ－20i封i三ノ封1川1士道物（何から）  6．トⅠ－22号住居址（西から）  

7．II－2：i号†引付址（西から）  8．トトー8主計．＝i千川：樋山卜遺書勿（州から）   
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1．近世陶磁器耕  

2．近世陶磁器類   
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1．石器、特殊遺物  

2．墨書呈ぎ土湘   
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